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第1章 序  

核実験及び原子力施設周辺の環境放射能調査は国立試験研究機関ならびに都道府県衛生（公害）研  

究所など忙おぃて実施されてぃるが，これらの調査には科学技術庁で制定された「全ベータ放射能測  

定法」，「放射性ストロンチウム分析法」，「放射性コバルト分析法」及び「セシウムー137分析  

法」，等によれ分析測定されている。   

「セシウムー137分析法」忙ついては，1963年に作成され，十数年経過している。近年フォ  

ールアウト等に起因する環境甲の微量放射性物質の分析手法の開発及び測定機器の開発はめざましく，  

それ忙合わせて分析法の改訂が必要とをってきた。   

今回の主な改訂内容は1）黄題を他のマ・；ユ了ルと統一するため放射性セシウム分析法と改めたこと，  

2）環境の放射能レベルの低下に伴い，自然放射性核種であるルビジウムー87の除去操作を全試料  

忙加えたこと，3）感度の良い低バックグラウンドGM計数装置の採用に伴う計測基準，分析供試料  

の改訂を行なったこと．4）分析法をリンモリブデン酸アンモニウム，塩化白金酸法咋統一したこと  

及び新た忙海底（河底）堆積物，日常食を加えたことなどである。   

本マニ ュアルによカ検出できるレベルは分析供試量，測定時間等Kよわ異をるがおおよそ別表1のと  

おりである。   

なお，本マニュアルでは∴Ge（Li）半導体検出器等陀よる機器分析における前処理方法忙ついて  

の記述は除いた。  

別  表 1  

試  料  分析供試量  検出レベル  

0．1pCi／J  

〝  

2 0一－5 0J  

〝  J   

lO O g   

lO O g   

l～ 4kg生  

1～  2J   

l－ 4kg生程度  

20 pCi／kg乾士   〝  

海底堆積物及び河鹿堆積物  

農  作  物   

牛  乳   

海   産   生  物  

2 0  ・■ 〝  

2 pCi／kg生  

1pCi／J   

l pCi／吏g生  

－1－   



第2葦 セシウムー137の計測基準  

2．1 試  薬   

放射能標準体 セシウムー137標準溶液（105 dps／毎lぐらぃで正確を放射能幾度のわかっ  

ているもの）l）   

担体溶液 塩化セシウム溶液（10mgCs＋ヵ1）  

標準体希釈用塩化セシウム溶液（0．001軋塩酸（1十119）酸性）   

酸  硝酸 塩化白金酸溶液（10w／v肇）   

そ の 他 エチル7ルコール（無水）コロジオンまたはラッカー  

2．2 測定の手続   

測定托は原則として低バックグラウンドGM計数装置2）を使用しその指定にしたがい，以下の贋   

を追って測定をおこなう。   

（1）使用器械の型式，名称，試料の形などを記脅する。   

（2）適当なチェック用繚源を用いて，計数装置の動作が正常か否かを確かめる。   

（3）バタタグラウンドを30分～60分間測定する。  

棚 試料を30分～60分間測定する。  

（5）鵬逮の測定の最後把ふたたびパックグラウンドを測定し，最初の値との平均値を採用する。   

㈲ 試料の計数牽からバックグラウンド計数率を差引き，其の計数率（cpm）および標準偏差を次  

式腔：よって求める。  

（誉 一誉）士熱＋豊）書  

ここで  Ns 一 読料の全計数値  

ts ： 試料の判定時間（分）  

Nb ． バックグラウンド計数値  

tb ： バックグラウンドの測定時間（分）  

1）工業技術院電子技術総合研究所において検定されたものが，日本7イソトーブ協会（東京   

都文京区本駒込2岬28－45）を通じて領布されている。  

2）バックグラウンド1epm程度のもむが市販されている。このようを計数装置を用恒た場   

合，測定時間を30分間，計数効率を50珍とすると3♂以上を有意として検出限界はおよ   

そ1pCiである。  

ー2－   



2．3 測定用試料のマウント法   

放射能を測定する場合陀再現性がよく，かつ   

相互托定量的に比戟できるようを測定値を得る   

ためには，各測定試料の化学組成，形状，重量   

をどを同一化し，吸収，散乱などの程度の遠い   

にもとづく誤差をで嘗るだけ少をくすることが  

必要である。この目的で測定試料の調製紅に，  

いろいろの手法が考案されている。沈殿の形で  

マウントする場合は，いろいろのろ過器が用いら   

れるが，通常，第2．1図陀示したようを分離型   

フィルターを使用する。フィルターの上にろ紙  

をのせて沈殿をろ過し，ろ過器の側壁陀ついた  

沈殿は冷水ヤアルコールで洗い落す。ろ紙上の  

沈殿は試料ザラむ底に結わつけたのち乾燥する。  

放射能測定試料の飛散を防ぐためにコロジオン  

またはラッカーをどの固定剤が用ぃられる。  

丁
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2．4 セシウムー137の  

計数効率の決定  
（単位：mm）  

2．4．1 較正用セシウムー・－－∴137溶液の調製  
第2．1国 分離塾フィルター  

（1）セシウムー137標準溶液の入った丁ンプ   

ルを切り，内容全部を500mlメスフラスコ托あけ，さら陀標準体希釈用塩化セシウム溶液を   

用いて数回洗浄し，内容および洗液を合して全量を500－Ⅵ1とする。3）  

（2）この溶液の放射能濃度A（dpm／有11）を次式で賃出するo  

CXVX60  

5 0 0  

3） アンブル陀入った液量が正確忙わかっていない場合陀はピペットを用いて7ンブルから一   

定量を取り、上と同様忙して希釈する。レ1ずれの場合にも，一回の希釈陀よって104～105   

dp机／mlの濃度範囲む保存用標準溶液を作り，必要に応じてこれをさら托希釈するのがよ   

わ。もとの標準溶液の濃度が上記と異をる場合に技，希釈倍率を適当に変え，希釈後の濃変  

が上の範囲内忙おさまるようにする。  

ー3－   



ここでC ． セシウムー137標準溶液の放射能濃度（dpm／玩l）  

Ⅴ ： フ∵ンプルに入っているその全量（ml）  

（3）（1）で得られた希釈標準溶液を同様な操作を用ぃてさらに希釈し，102 ～10ユ dpm／mlむ  

救正用セシウムー137溶液を作る。   

2．4．2 試料の自己吸収を含めたセシウムー137の計数効率の決定  

（1）適当な容量のビーカー数個VC，それぞれ塩化セシウム溶液（10mgCs＋／ml）】．3，5，7mほ   

どをとわ，これに軟正用セシウムー137溶液の】定量ずつを加える。 ヰ）  

（2）塩化白金酸溶液（10w／v飾）1．5mlを加え，ガラス樟でビーカーの内壁をこすって沈殿   

生成を促す。   

（3）数時間放置したのち，実際の試料のろ過常用いるのと同様のろ過装置（分離型フィルター）  

を用ぃてろ過する。   

（4）沈殿は冷水10mlで】回，土チルアルコール10mlで1回洗浄し，沈殿のついたろ紙を放射   

能用試料台（または他の方法佗よって）固定し，110℃で3町分間乾燥したのちデシケ一夕  

ー甲で放冷してから竃量を結かる。   

（5）作った数個の試料な仁び陀バックグラウンドを2．2測定の手続き忙したがい，未知試料の測定  

と同じ条件で測定する。  

（6）（5）の測定結果n（cpm）と沈殿の重量W（mg）および計算で求めたその放射能濃度b（dpm／   

mg）とから，試量の重量と計数効率琴（n／bm）との関係を示す曲線（第2．2図）を作る。  

U  

第2．2図  

塩化白金酸セシウム  

試料の重量と会計数  

効審との関係を示す  

…例  

八
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4）塩化セシウム溶液の量は，未知試料を処理する場合の担体の電量に合わせて加減し，測定   

試料む葛量範艶を4をゎし5点でカバーするよう給する。せた，穀正用セシウムー137溶  

液の畳け，使用する測定器の効率精度，汚染など考慮しノて決定する。  

ー4－   



2．5 セシウムー137の測定および計算  

（1）ろ紙せたは試料ザラ上K集められた，塩化白金酸セシウムの沈殿を2．2測定の手続きにしたが   

って測定し，その真の計数率をn士dn epm とする。  

（2）次式にしたがって分析供試料甲忙含せれるセシウムー137の量（C137Cs  ±dC137Cs ）   

を計算する○  

（n士』n）×10l  
O1370畠 士dO…Os   pCi  

ExYx2．22  

ここでn±dn：塩化白金酸セシウム沈殿の計数率（cpm）  

E：測定した沈殿電皇妃対する計数率（嬰）  

Y：セシウムの化学収率（帝）  

刷 さらにセシウム単位陀換草する場合陀は（C1370s ＋dCl”Os ）を分析供試料甲に合せれる  

カリウムの重畳（g）で除す。  

2．8 試料較正用添加試験   

試料の特殊性から，その分離定量法やその実験技術をどをチェックするために，この試験をおこをう。  

（1）定量しようとする試料を以下各章の指示にしたがって分解し，セシウムー137を分離定量すべ  

き状態の溶液にする。   

（2）これを州一定容にしてから2分し，その鵬つをその思せ各章の指示にしたがってセシウム岬137  

の分離達意をおこなう。（A）   

（3）他の一つには，一‘定量のセシウム…137標準溶液を加え，これを前記の半分とまったく同じよ  

うにしてセシウムー137の定量をおこをう。くB）  

棚 こむ二つの値（A），（B）の差が加えたセシウムー137棟準溶液の量常幸しいかどうかを  

比べる。もしその差が大きい場合佗は，その原坦を考え操作をおこなうときに十分注意し，技術  

習熟に努めをくてはをらない。  

2．7 ブランクテスト  

これは，用いる試薬あるいは器具その他陀起因するセシウムー137の汚染混入量を知るため陀お  

こ夜う。ブランクテストの結果，その値が大きい場合佗は，作業場，実験室，使用する器具，およ  

び試薬などの放射能汚染を十分に検査しをけれは売らなレ㌔  

川 各章む指示にしたがりて，同・叫量の試薬を用ぃてセシウム紳137を定量する。   

（2）こむ得られた値を実際の試料の定量値封娼恒て，求めるセシウムー137の定量値とする。  
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第3葦 降水およびじん境  

3．1 試料採取法   

1ケ月間ほ地表把降下した降水およびじん壌を大量陀採取し，地表陀落下した放射能の畜横量を  

測る。試料を採取する忙は第3．1図の大型水盤を用ぃると便利である。この水盤は受水面積5，000  

en㌔深さ30cmで錆び帥よう佗ステン・レ㌧ス製1）とをっている。この水盤を高さ80em程度の鉄  

製わく陀乗せると，排水コックの先   

がちょうど試料びんの口にくるよう   

に孜ってぃる。これを藻場托設置す  

るとき掟∴建物や樹木の影響のないよ  

うな地点を選び，水準器で水盤の底が  

水平にをるよう托する。冬期綻ば水’   

盤の内部に電熱器を入れ，雪を溶か   

したり，試料水が凍るのを防ぐ。電   

熱器の発熱量は導線で室内陀導いて   

あるスライダックで任意に変えられ   

るようにする。寒冷地で は冬   

期に給電熟器いてイブヒーター）を  

フ9．8cm㌦－≠欄・・－  

水
道
コ
ッ
ク
 
 
 

第3．】図 37塾大型水盤  

用いる。電熱器を破損し〆たり水盤の塗料がはげたゎするので，使用甲は供給電圧を必要奴上に上げを   

いよう托し，かつ電熱器が常に水肥つかっているかど㌢かを確かめる。月の初め陀あらかじめ深さ   

約1cm陀なるよう忙水を入れておき，1ケ月間の降水と自然落下じんとを受ける。この間，水盤む   

甲の水は常佗1cm以上（電熱器を使用中むときは電熱器が水面下になる程度）の探さ陀保っておく。   

この大型水盤のをい場合には，ステンレス，ガラス，ホーロー引き金属，アクリル樹脂製をどの大   

型の水槽を用いる。断面積はあらかじめ測っておく。深さは数10em以上必要である。  

盈月の初日に，1ケ月間の降水およぴじん境の全農を採取し，水盤の内面で水で洗浄し，次の採取   

にそをえる。  

3．2 分析試料調製法   

3．2．1 蒸 発 法   

川1ケ月間の降水謡よぴじん挨の全量を，蒸発ザラ（砕器，口径約30emあらかじめセシウム捜  

1） 材質はJISG－4305冷間圧延ステンレス鋼板，S・US304Lなどがよぃ。  
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体溶液（10rngCs＋／ml）2mlおよびストロンチウム担体溶孜（10nvSr2ソml）4mlを入   

れておく）で蒸発しぼとんど乾固する。塩酸（1＋1）で湿し，次に小型の蒸発ザラ（鞄器，口   

径約10Ⅶり陀内容物を完全陀移して秒ザラ上で注意しをがら乾象する。  

ほ）乾固物低塩駿（1＋1）100mlを加え約2～3時間温浸する。塩酸で抽出した溶液を遠心   

分離する。  

（3）遠心分離した残留物にふたたび塩酸（1＋1）100mlを加えて操作（2）をくり返寸。残留物   

を塩酸（1＋11）20－30mlで2～3回洗浄し，洗液は抽出液に合わせる。   

3．2．2 イオン交換吸着法  

（1）1ケ月間の降水およぴじん境の全量にセシウム担体溶液（10mgCsンml）2mlおよぴス   

トロ・ンチウム捜体溶液（】0喝Sr2ヰ／ml）10mlを加え£くかきまぜ，大型ろ磨（‰2）でろ   

過する。  

（2）（1）むろ聴にあらかじめ調製したNa型陽イオン交換樹脂柱（カラム）を流速約80ml／′分で   

通して全陽イオンを吸着させる。流出液は持てる。   

潮 塩酸（1十3）2～3gを毎分20mlの割合で流して溶離し，溶難聴棺3∠ビーカーに受ける。   

棚 も1）の残留物はろ紙とともに500℃をこえないように灰化する。灰化物は200mlビーカー控移し   

塩酸約40mlを加えて30分間砂ザラ上で静かに分解抽出する。永でうすめ，ろ紙（5種B）でろ   

過する。塩酸（1＋11）ついで温水で十分洗浄する。ろ救および洗液控イオン交換をおこな  

った溶髄液に加える。  

（5）溶離液は砂ザラ上で加熱蒸発して過剰の塩酸を除き幻，適当量の水を加えてうすめ試験溶液  

とする。  

3．3 試  薬   

担体溶液 セシウム連体溶液（10喝Cs十／ml），ストロンチウム連体溶液（10喝Sr21／ml）  

塩化第二鉄溶液（5mgFeさツml）  

塩酸，塩酸（1＋1），（l＋3），（1＋5），（1＋11），（2＋98），（3＋200）  

硝酸，硝酸（1＋69）硝啓上塩酸混液（1＋3）  

塩化白金潔溶液（10w／v悌）  

酸  

アルカリ 水酸化ナトリウム溶液（30v／Y帝）（4～20w／v感）  

2） このとき，濃縮して試験溶液の容量を小さくした方があとの操作陀都合が良いが，急ぐような   

場合は濃縮操作を省略してもよい。  
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塩 類 炭酸ナトリウム溶液（飽和），（1w／v感）  

炭酸ナトリウム  

EDTA・4N乱の溶液（50w／v感）  

塩化ナトリウム溶液（5w／v感）  

塩化丁ンモニウム，酢酸ナトリウム溶液（2．5M）  

リンモリブデン酸アンモニウム  

そ の他 指示薬：クレゾールレッド溶液（CIR），チモール7’ルー溶液（TIB），フェノ  

ールフグレイン溶液（P．P）  

エチルアルコール，コロジオンまたはラッカー   

陽イオン交換樹脂の調製法  

樹脂（Biorex－40，粒慶77～149′咄）をビーカーにとり塩酸（1＋11）で4～5回  

洗浄，続いて水で5～6回洗浄機20mlをとカ，カラム（内径15m叫高さ200m噌陀つめた  

のち，水100mlで洗浄し塩化ナトリウム溶液（5w／v感）200mlを通しNa塾とする。   

陽イオン交換カラムの調製法  

樹脂憬強酸性陽イオン交鮒脂（例えばDowex50WX－8）149～297〃を用いる。）  

樹脂を酌500nllとカ，塩酸（l－1）を加えてかき  

官ぜたのち，傾斜法により上澄み液を捨て，水道水で  

5～6回洗浄する。このときガラスフィルターを逆  

陀使用して丁スビレークーで吸引してもよい。次に   

塩酸（1＋3）で3～4回洗浄し，浸ら吃純水（また   

は蒸留水）で洗液がリトマス試験親による酸性を認   

めをくなるまで洗浄する。洗浄した樹脂に水酸化ナ   

トリウム溶液（30w／v感）を少量ずつ加えかき  

混ぜ，溶液がアルカリ性陀なるまで続ける。樹脂は  

純水で洗液がフェノールフグレインの赤色を認めな   

く在るiで洗浄する。   

新しぃ樹脂を用いるときは，上記の塩酸処理～水酸  

化ナトリウム処理を2～3回反復してコンディショニ  

ングをおこ覆う必要がある。Na型にした樹脂を，例   

えば第3．2図陀示したようなカラム（アクリル製）  

綻，気泡が入らないように注意し凌がら必要量（試料  

水甲の陽イオン濃度陀より決まるが，通常やゃ多く  

サ
 
ラ
ン
の
約
 
 一

寸
 
 

第3．2図  

分離型イオン交換カラム（例）   
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充填しておくと完全である）をつめる。カラムは分離型忙しておくと遠方よりの輸送，現地   

で大豊の試料を濃縮したいときなど，ブタをして持ち運びができるので便利である。H塑の樹  

脂を使用する方法を用いてもよいが，この場合試料を弱酸性（約0．1N程度）で吸着させる  

ため，試料によってほケイ酸が遊離して樹脂をつまらせることがある。  

3．4 分析操作3）   
糾 3．乙1で得た溶液を熱板上で注意しながら蒸発し，最後ほ乾固する。これに石肖酸約10mlを加  

え，再び乾固する。この操作を数回くり返して有機物を分解する。   

（2）乾固した残分把塩酸約10mlを加え再び乾固し，塩化物に変える。これに塩酸5mlを加え，次   

花水ユ00mlを加え，加熱して可溶性塩を溶かした後，不溶性ケイ酸をろ細（5種B）でろ過し，   

温水で洗浄する。ろ液と洗液を合せ，再び蒸発乾閲し，前の操作をくり返してケイ酸を除く。   

刷 ろ液と洗液を合せ，水で2～2．5g、に薄める。この溶液に，炭酸ナトリウム（飽和）を沈殿が生じ   

なくなるまで加え，約80℃で1時間加熱を続ける。放冷し沈殿が沈降するまで静覆す羞三 沈   
殿はろ紙（5種A）でろ別し炭酸ナトリウム（1w／v筋）で洗浄し，ろ液と洗液を合せる。   

また掟遠心分離し，上澄み液綜ビ「カーに移し入れ，沈殿管の沈殿平に炭酸ナトリウム溶液（1   

w／v飾）30mlを加え，かきまぜ再び遠心分離した後，上澄み液は先のビーカー甲の主液化加  

える。この操作を2～3回くわ返して沈殿を洗浄する。（沈殿結ストロンチウムー90の分斬用  

把保存する。）  

（4j く3匿操作で得られた溶液に，手短示薬としてアニノールアクレイン溶液を数滴加え，かき混ぜをが  

ら注意して硝酸を加えて，徴紅色が消えるまで加える。さら陀液量100ml把つき硝酸5mlの割  

合で加えた後，リンモリブデン酸7ンモニタム5gを加えて約2（）分間スタラーでかき混ぜ静直  

する。   

（5き 上澄み液を傾斜して捨てる。沈殿凝ろ耗（5種B）でろ別した後，硝酸（1＋69）で洗浄す   

る。  

（6〉沈殿絞水酸化ナトリウム溶液（4～20w／v郵で溶解し，ろ紙は水で洗浄す  

（7）溶解した主液と洗液を合せ，煮沸してアンモニアを除去する。冷後，塩酸でpH∴臥2（チモール   

ブルー指示薬）に調節し，2～3時間数隠して生じた永酸化モリブデンをろ紙（5種B）でろ別  

したのち，水で洗浄する。沈殿は捨てる。   

㈲ ろ液と洗薇を合せ，EDTA・4Na（50w／v痴）10mlを加えかき混ぜたのち，あらか   

じめ準備した陽イオン交換樹脂カラム6）（Biorex－40））陀毎分4mlの流速で通す。つい  

で水100mlを毎分4mlの流速で通し，さらに塩酸（3＋200）1．5Jを毎分4mlの流速で通  

す。流出液捜すべて捨てる。  
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（9）セシウムを吸着させたカラムに，塩敬（1＋5）300mlを毎分4mlの流速で通してセシウムを   

溶離する。溶離液軋熱坂上で2～3ml忙なる富で濃縮する。  

仕切 温水でど－カーの器塵を洗ぃ流し，ろ戯（5種B）でろ過したのち，水で洗浄する。残分は捨  

てる。  

㈹ ろ履と洗液を合せ約50ml把液量を調節したのち，放冷し，塩化白金酸（10w／v多）1ml   

を加え，かき混ぜ塩化白金酸セシウムを沈殿させる。沈殿は重さの知れてぃるろ紙上に2．3測定用   

試料のマウント法化したがってマウントする。  

8今 沈殿卑ろ紙とともに110℃で30分間乾燥し，デシケーク中で放冷した後重さを秤カi3・6・1   

セシウムの収率にしたがぅて言†愛する。  

3）3．2分析試料調製法3．2．2イオン交換吸着法によ鋸試料を調製した場合忙は，つぎの方法で卦   

こなう。  

（1I3．3．2で得た溶仮に，フェノ」ルフクレン溶液数滴を加えたのち，水酸化ナトリウムを加えて徴紅   

色を呈するまで中和する。こ．れに炭酸ナトリウム溶液（飽和）を，沈殿が生じなくなるまで加え，約   

80℃で1時間加熱を続けるき）放冷し，以下3．4分析操作（3）3行目以下にしたがって操作する。  

4）この場合カルシウムが微量の場合には，塩化カルシウム溶液（Ca2十10mg／ml）30T－50   

mlを加える。  

5）核実験直後陀おける＝Rbの混入．あるいは自然放射性核種87Rbの混入が分析結果陀寄与す   

早ことを無視しても差支えない場合搾は，操作（8ト㈹を省略することができる0   

ただし，この場合には，（7）の操作で溶解して得た溶液に，塩化第二鉄溶液（5ふgFe3シ′ml）1  

m托加え，煮沸してナンモニ丁を十分に除去したのち，ろ紙（5種B）でろ別し・，水で洗浄す   

る。ろ液および洗液を合せて操作軋如こ移る。  

6）イオン交換樹脂の粒度佗より流速が異をり，洗浄溶離液量が変るととがあり，モデル実験を   

行って条件を確認しておくことが必要である。  

〔備考〕3．．4（11）のろ蔽および洗液からの次の方法忙より白金の回収ができる。   

（1）塩化白金酸セシウム沈殿を作る際のろ液，およぴエチルアルコール（無水）による洗浄液   

を合せてど－カーに入れて，水浴あるいは砂ザラ上で沸騰し充い程度に加熱濃縮守る。  

（2） 

冷する。加熱しても白金黒が生成しないときは，液量の1／10程度のエチル7ルコールを加  

えてさらに加熱する。  

（3）無色となった上澄み液を捨て，あらた、にろ被お享び廃液を加えて，ぶたたび加熱し，以下   

は（2）の操作をくり返して，順次にろ被および洗液を処理する。 
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3．5 セシウムー137の測定  

2．5にしたがってセシウムー137を測定する。  

3．6 計  算   

3．6．1 セシウムの回収率  

3．2の操作で加えた担体セシウムの量と3．4（12）で回収したセシウムの畳rCs2PtCl。）  

とから次式托よって収率を求める。  

Y＝旦×10。  
Wi  

ここで Y：セシウムの収率（珍）  

Wi：加えた鍵体セシウム畳（mg）  

1範：回収した塩化白金酸セシウム量くmg）×軋395  

3．6．2 供試試料甲のセシウム－137の豊   

沃料の放射能測定値を2・5にしたがって計算し－，供試試料甲のセシウムー137の豊（C13アUs  

士』（〕137（二日）pCiを求める0  

輔．l一役み液をてきるだけ捨て，塩酸（2＋98）少量で2～3回白金黒を洗浄したのち，こ   

れを重遍既知の磁器ザラ陀移す。   

吼l仁l令黒恕確儒ザラとぅ一軒こ110℃でl時間乾燥し，放玲後韮疑をはかり白金の塵壷を求め  

るtJ  

（（；j 磁器ザラに少笈の水恕加え，砂ザラ止または水浴上で徐々をこ加熱し，梢恨嘉塩酸混液（1＋  

：i）軌111徴少しづつ加えて白金を折柄しノ，シラッブ状Kなるまで蒸発澱縮する。   

（7）相良懐2～：inllみよび水2～3nllを交互佗加えてシラップ状佗なるまで加熱する。これを数  

回くり返して硝酸を完全㌢こ追い出す。   

（8き 飽和塩素水数nllを加えてあたため，蒸発させてシラッブ状 とし，さらに水を少量加えて  

蒸発をくり返し，塩酸をできるだけ除く。  

廟 少駈む水を加え，′ト亜のろ紙（5種C）でろ胸し，ろ液を白金の蕊量から計算して塩化白   

金懐くt量2PもC18暮 6‡i20）溶液（10w／v珍）となるよう水で希釈する0 くIgむ白金   

忙対し全容23．9！†lり   

（州 このよう忙調製した塊化白金酸溶液につレ、ては，その叫部数採取して，放射能のブランク  

テストをおこをう必紫がある。  
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3．6．3 降水およぴじん境1k㌔当少のセシウムー137の量   

月間の降水およびじん填1b㌔当カセシウムー137の量を，次式によって求める。  

1x1010 1111 
a＝（C1870s士dCl”Os ））く  ×  

5000  1099 

ここでa：1knf当bのセシウムー137圭（mCi／km2）  

3．7 分析結果記録例   

第3．1費把記命例を示す。  

第3．1乗 降水およぴじん瑛甲のセシウムー137分析結果記帝例  

担当者  

資料  採取期間  降水量  

採取地点  備  考  

番号  （em）   

※mci／k㌔忙相当する。  
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水1）  第4章 陸   

4．1 試料採取法  

（1）⊥ 水：原水，水道蛇口水の2個所忙分ける。原水は取入口から採取する。原流の水量の大き  

いものと小さいもの（小河川）との差による影響陀注意する。採取年月日，採取場所，  

水温をどを記轟する。  

（2）井 水：同一井戸から採取する。ふたの有無，井戸のくみ上げの状態，採取年月日，採取場所，  

水温をど佗ついて記轟ナる。浄水，地下水については井水に準じて採水する。  

（3）天 水：井水化準じて採水する。水槽の大きさ，水量，その使用量，降り始めの雨を加えてい  

るかいないか，ふたの有無，水のくみ．上げの状態，採取年月日，採取場所，水温など  

忙ついて記録する。  

（4）河川水，湖南水，弛水：常に同一場所の同一床さから採取する。降雨の日時，水量，流量，採  

取年月日，採取場所，水温をどについて記銀する。  

4．2 分析試料調製法   

4．2．1 蒸 発 法  

（1）試料20～100Jを用い試料甲に浮遊物または沈殿物が著しくないときは，セシウム捜体溶  

液（10mgCsンml）2mlおよびストロンチウム担体溶液（10mgSr2γml）4mlを加え  

てよくかき混ぜて均一にする。あらかじめ酸を加えてない試料把け硝酸40mlを加え磁器蒸発  

ザラを用いて蒸発乾固する。  

（2）これに塩酸5mlを加えて水浴上で蒸発乾固したのち，さらに2回この操作をくり返す。   

（3）残留物はをるペく少量の塩酸（1＋11）に溶解し，不溶物を遠心分離して試験溶液とする。  

（4）試料水に浮遊物または沈殿物が著しいときは，セシウム担体溶液（10rngOsンml）2mlお  

よぴストロンチウム担体溶液（10mgSr2十／ml）4mlを加えよく振bまぜて均一にする。  

あらかじめ酸を加えない試料には硝酸40mlを加えて，大型ろ紙（‰2）でろ過し粒器蒸発ザ  

ラ管用いて蒸発乾固する。以下操作（2），（3）にしたがって処理する。  

（5）残留物はろ紙ととも忙砲器蒸発ザラ忙移し，徐々に温度を上げ500℃を越えないよう陀加  

熱して灰化し以下操作（2），（3）にしたがって処理し（4）のろ液に加える。  

1）主として飲料として用いる上水，井水，天水などを対象としてぃるが河川水，湖沼水などに   

も適用する。  
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4．2．2 イオン交換吸着法  

（1）試料水にセシウム担体溶液（10血gCsソmり2mlかよぴストロンチウム担体溶液（10mg   

Sr21／ml）10mほ加えよくかきせぜたのち大型ろ紙（帖2）でろ過する。  

（2）（1）のろ液はあらかじめ調製したNa塾陽イオン交換樹脂柱（カラム）を流速約80ml／分で  

通して全陽イオンを吸着させる。流出液は捨てる。   

（3）塩酸（1＋3）2～3／を毎分20mlの割合で流して溶離し，溶離液は3Jビーカー把受け  

る。   

（4）（1）の残留物はろ放ととも陀500℃をこえをいように加熱して灰化する。灰化物は200ml  

ビーカーに移し，塩酸約40mlを加えて約30分間砂ザラ上で静かに分離抽出する。水でうすめ，   

ろ紙（5種B）でろ過する。塩酸（1＋11）忙ついて温水で十分洗浄する。ろ液および洗液   

はイオン交換をおこをった溶離液把加える。  

） 

（5）溶離液は砂ザラ上で加熱蒸発して過剰の塩酸を除，適当量の水を加えてけめ試験溶液  

とす，る。  

4．3 試  薬  

3．3を参照  

）  

4．4 分析操  

（1）4．2．1せたは4．2．2で得た溶液を約200m付こ濃縮し，以下3．4分析操作忙したがって操作す  

る。  

4．5 セシウムー137の測定  

2．5にしたがってセシウムー137を測定する。  

4．6 計   算  

4．6．1 セシウムの回収率  

4．2．1（1ほたは4．2．2（1）の操作で加えた担体セシウムの量と4．4で回収したセシウムの量¢s2   

PtC16）とから次式忙よって収率を求める0  

2）このとき濃縮して試験溶液の容量を′j、さくした方があとの操作陀都合が良いが，急ぐような場  

合は濃縮を省略してもよい。  
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Ⅵち  
Y＝－－ニー  

叫  

×10 0  

ここで Y：セシウムの収率（飾）  

叫：加えた担体セシウム量（Ⅰ喝）  

Ⅵち：回収した塩化白金酸セシウム量（Ⅰ瑠）×0．395  

4．6．2 供試試料甲のセシウムー137の量   

試料の放射能測定値を2・5れたがって計算し，供試試料甲のセシウムー137の量（C－37Cs  

±AC137Cs ）pCiを求める0  

4．6．3 陸水1g当りのセシウムー137の量  

陸水1J当りのセシウムー137、．の量を次式把より求める。  

（C1370s±』C1370s）  
a＝  

〝   

ここで a：1J当りのセシウムー137量（pCi／り  

〝：分析供試量（J）  

4．7 分析結果記録例  

第4．1乗佗記録例を示す。  

3）イオン交換で分離した場合は次の方法でおこなう。  

（1）・4・2・2で得た溶液にフェノールフグレイン溶液数滴を加えたのち水酸化ナトリウムを加え   

て甲和ナる。これに炭酸ナトリウム溶液（飽和）を沈殿が生じをくをるせで加え約80℃で   

1時間加熱を続ける。   

放冷し沈殿が完全陀沈降するまで静置ナる。沈殿はろ紙（5種B）で吸引ろ過または遠心分   

離し炭酸ナトリウム溶液（1w／v珍）を用いてビーカーおよび沈殿を洗浄する。（沈殿は   

ストロンチウムー90の分析の必要があれは保存する。）  
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第五1乗 降永（上水，丼水，天水をどの飲料用水う申のセシウムー137分析結果記希例  

担当者  

資料  採 取   測 定  供試豊  セシウムー13 7   
採取地点  PH  水温℃  備 考   

番号  年月日  年月日  （／）   （pCi／g）  
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水  第5葦 海   

5．1 試料採取法  

採取用具   

（1）巻＿上磯（2．000rll以桟→7．5馬力，2．00U以深→15馬力以上）  

ほ〉 ワイヤー（3mm以上）  

（3〉 ワイヤーゲージ  

細 大塑採水器（プラスチック）  

（5）ナンゼン採水器  

（6）防虹，披比温度計  

昭 傾角度板  

は）ポリエチレンビン  

（9）ポリエチレンバケツ  

（川 ナイロンローブ（1cm臥ヒ）  

（川 大型ポリエチレン漏斗  

5．1．1 表面水む採取  

ポリエチレンバケツなど未面永を20g以上ポリエチレンビンにくみとる。ビンとバケツおよ   

び漏斗などはあらかじめ塩酸，純永で洗浄したものを用い採取時紆試料水で洗浄する。採水は  

船がとせる寸前托船の前部にておこをうのが望ましh（ゆき足のついてぃる状態）。船が完全に  

とまると船からのビルジそどが混入することがある。採永後直ちに海水1∠陀つき1mlの割合で  

塩酸を加える。ポリエチ1／ンビン托試料番号，採取年月日，時刻，位置，水温夜どを記入する。  

5．1．2 黄海以深の水の採取  

費面以深の水の採取には通常採永器を用いる。採水量は必要とする試料の量によって決せる。   

普通採水器としては10，20，50，＝＝＝，特殊なものとして1，000∠程度までである。  

ワイヤーの先端に採永器をとりつけ，東面下敷mに降ろす。次常防圧，被圧，転倒温度計を装備  

したナンゼン採水器をとりつける。これに大型採水器のメッセンジャーをとおつけ，巻上機でワイ  

ヤーをくり出しをがら所定の深度まで降ろす。このさいワイヤーのくカ出し速度は，毎秒ユm位に  

する。くり出したワイヤーの長漆をワイヤーゲージから読みとる。ワイヤの角度を傾角度板では   

かる。傾角補正函から，ワイヤ仰の補正衆を求め，さらにその長さだけワイヤーをくり出し巻上  

機を止める。2～300町以深Ⅵ採水の漂いは，5分間位待ったのちメッセニ／ジャーを入れる。そ  

れ以探の場合は3分間位待ってから入れる。メッセンジャーの落下速度は，毎分約250mである  

ので，所定のワイヤーの長さを落下するに十分孜時間を待ったのち巻上げを始める。メッセンジャ  
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ーの採取器への到着は，ワイヤを伝わってくる大型採水器の作動時の衝撃把よっても判る。船上忙  

回収された採取器から，海水をポリエチレンビンにとカ，表面水の場合と同様塩酸を加える。化学的  

収葦韻り定用に，塩酸を加えない海水を約200mlカッ色びんに採取し，ゴム栓で密栓して塩化物イオンの  

測定に用いる。ナンゼン採水器にとりつけた防圧，被圧，温度計の示度，試料番号，位置，採水年月  

日，ワイヤーの長さ，傾角などを記轟する。  

5．2 分析試料調製法   

（1）試料20～50Jをホーロー引きタンクあるいは適当を容器にとり，これにセシウム担体溶  

液（10叩Cん血1）2mlおよび塩化第二鉄溶液（10mgFe3＋／も1）25机eを加える。   

（2）リングバー ナーまたは電熱器上で煮沸するまで熟したのち，7ンモニ7水（1＋1）を加えて  

pH．7（BTB試験紙）とする。  

（3）これに炭酸ナトリウムの熱溶液（飽和）の・一定量（試水1Jに対して無水炭酸ナトリウム  

10g）をかきせぜ機でかきまぜをがら加え，2～3時間かきまぜたのち一夜放置する。   

（4）傾斜経で上澄み液の大部分を静か陀除去し，残りはブフナー漏斗〔径，約20cm：ろ紙（5  

種B）〕を用いて吸引ろ過する。（沈殿はストロンチウムー90の分析の必要があれは保存す  

る。）  

5．3 試   薬   

担体溶液 セシウム担体溶液（10。官Csンml）  

塩化第二鉄溶液（10mgFe31／ml），（5mgFe31／rn1）  

塩酸，塩酸（1＋5），（1＋9），（2＋98）  酸  

硝酸，硝酸（1＋70）  

塩化白金酸溶液（10w／v喀）   

アルカリ アンモニ丁水（1＋1）  

水酸化ナトリウム溶液（4～20w／v喀）  

塩 類 炭酸ナトリウム琴液（飽和），（1w／v喀）  

EDTA・4Na の溶液（50w／v感）  

リンモリブデン酸アンモニウム  

塩化ナトリウム溶液（5W／v感）  

そ の他 指示薬：プロムチモールブルー溶液（B．T．B）  

フェノールフグレイン溶液（P．P）  

チモールブルー溶液（T．B）  
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エチルアルコール，コロジオンまたはラッカー   

陽イオン交換樹脂の調製法  

3．3を参照  

5．4 分析操作   

（1）5．2（4）で得た溶液を5Jビーカーにつぎ分けそれぞれの5Jビーカー毎に3・4（4）以下にしたが  

って操作する。  

5攣5 セシウムー137の測定  

2．5托したがってセシウム＝137を測定すろ。  

5．6 計  算   

5．6．1 セシウムむ回収率  

5．2の操作で加えた洩体セシウムの量と5．4で回収したセシウムの豊（Cs2PtC16）とから  

次式によって回収率を求める。  

」捜 
Y＝ ×100  

瑚  

ここで Y ：セシウムの収率（珍）  

Wi：加えた担体セシウム量（mg）  

W表：回収した塩化白金酸セシウム量（mg）×軋395   

5．6．2 供試試料甲のセシウム00137む畳   

試料の放射能測定値を2．5にしたがって計算し供試試料甲のセシウムー13アむ量（C13アロs  

士dC13アロs ）pCiを求める0  

5．6．3 海水1∠当りのセシウム岬137の豊  

海水1g当りのセシウムー137の量を次式によって求める。  

（（：137りs七」（ニ1。7〔1s）  
aニ＝：  

〃   

ここで a：1J当りのセシウム嶺（pCi／′／）  

ダ：分析供試豊（g）  
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5．7 分析結果記録例   

第5．1表に記命例を示す。  

第5．1黄 海水甲のセシウムー137の分析結果記録例  

担当者  

試料  採 取  採取量  採取地点   採取深度  測 定  供試量  セシウムー137   
備考   

番号  年月日  （J）  緯度N  緯度E  （m）  年月日  （J）   （pCi／り  
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第6章 土  壌  

6．1 試料採取法   

6．1嶋1 採取地の選定  

土壌採取にあたわ，通常その地域の地形，地質および土壌など托関する資料図面を利用しての   

現地調査と，土壌断面の検土杖による予備調査佗より概況を知り，さらに気象条件のほか農耕地の   

場合把は，土地利用形態（地目），作物の種類および栽培，施肥，地下水，港漑をどの諸条件を，   

また米桝地の場合には侵蝕，崩演，人為的授乳および植生などの有無をそれぞれ考慮－して，その   

地域を代表する性質を有する土壌を採取することが望ましい。せた経年変化をみるような場合は  

採取地点の選定に際し，当初から十分に考慮しておく必要がある。  

6．1．2 採取時期  

土壌の採取時期憬調査研究目的陀∴【り異なるが，農耕地土壌採取の場合には，土地条件把よる   

影響が作物生育収量などに特徴的に現われる生育後期から次期作物む作付けせでの期間がよい0   

未耕地は特陀決める必費は凌いが，植物生育の移った秋から冬にかけて行うと作業がしやすい0   

6．1．3 採取用具  

採取佗当り準備すべき用具類は検土杖，シャベル，移植ゴテ，容積量測定用円筒器（100ml）   

ハンマー ，木槌（カケヤ），巻尺∴物指（100cm），ロープ（1m間隔に目印を付しノたもの），  

ビニールシー ト，ポリエチレン袋，セロテープなどの他土壌採取用鉄製円筒または土壌採取器  

（備考3参照）を使用する。   

紳士噺面調査を行う場合陀は地図（前言，羞），標配色帖などを用いる0                                1  

6．1．4 土壌断面調査  

予備調査で採取場所を定めた後，必要あれは土壌断面（プロファイル）調査観察用のため幅約   

1m，深さは少なくとも1mの試抗をその採取場所の甲心部に掘り，層，土色，土性，構造など  

む項目陀ついて駒査し記錦しておくことが望せしい。  

6．1．5 土壌の現地客横電  

必電把応じて土壌採取のとき，容穣重測定用試料の採取士層の上面を庖丁かナイ  

フで平滑陀削り，この面に容積量測定用の円筒土壌採取器の刃の部分をあて，上面に木片をあて  

採取器を水平忙保ちつつ円筒上面が地襲面に適するせで挿し込む。円筒外周（り土壌を少し除き毒  

をし，そのませ円筒を掘りおこし，円筒周囲の土壌を除去し，円筒の刃の部分の土壌桑面を水平  

陀削り，蓋をして持ち帰り，乾燥して恒量を求める（この場合少なくとも同】層位から3偶の  

試料を取る）。こ掛回の乾操時間は105℃～110℃で6時間以上一夜間とする。現地土壌  

1∠当りに含まれる乾土蔑をkgで表しておく。  
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6．1．6 採取方法   

選定された′一一定面積の採取地〟の何箇所から土壌を採取すべきかは，調査研究の目的，規模，  

精粗など陀よわ異をる。その地積の平均的性質の土壌を採取する必要のある場合は，通常数箇所－  

－30箇所の土壌採取地点を設定し，各地点からほぼ同一・量の土壌を採取して串合することが望   

ましh。   

未耕埠土壌を採取する場台には，売るべく平坦な場所を選び採取地点も農耕地陀比して多く設定   

することが望毒しレも   

採取地点の設定は，地積を縦横等間隔に区分して交点を求める方法忙よる（第6．1図）。療取地  

点が設定された売らば，各地点に一連番号を付し（荷札を割り箸把つけ使用），その表面に散在す  

る植物遺体，木片などを除き，土  

壌採取用鉄製円筒（内径10cmX   

高さ15em）を地表面忙垂直陀置   

き，ハンマーかカケヤで目的の深  

さ（例えば15em）まで打込み，  

シャベル，移植どてをどによりそ  

の外周の土壌を円筒を打ち込んだ   

深させで注意喪く取り除ぃて，円   

筒を回収し，円筒内に採取された  

土壌モボリエチレン袋堰移す。さ  

らにこれ陀続く下層土も順次この   

方法化より採取する。モ卦砂質土  

壌の場合，円筒回収匠際し，円筒  

†
膵
止
 
 

l
 
 

第6．1図 歩数による等間隔採土法  

注）図甲の□は土壌断面調査地点  

内K採取された土壌が滑り出すおそれがあるから，円筒の先端開口部を薄い鉄板から移植どてな   

どでふさいだ後回収する。   

各地点から採取された土壌は，その場所での核種の平均含量を知る目的だけをらば，深さ別陀ほ  

ほ等量ずつよく混合し，そのう■ちの必要量だけJせた慣種の水平方向における分布状態を把壊す   

る必要のある場合は単独試料として別々にし，それぞれ持ち帰る。   

なお単位面積当りへの換算係数を知るためには，採取面積，採取土壌の新鮮重おエび新鮮土の  

乾士官分率を測定するか，あるいは士層の探さと容積重とを狽促するか，いずれかの手順を必要とする。  

〔備考1〕試料採取に伴うバラツキ（誤差）は土性によっても異売るが，10aの面積から20  

点採取して分析し．た場合，3倍程度の開きが見られ，統計的な信頼度95痴で平均値に  

対する相対誤差を15痴以下にするためには未耕地で12点，畑地8点，水田5点の採  
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取が最少限必要である。  

〔備考2〕 このほか①無作為採土法（第6．2図）や④地積の対角線上の等間隔採土法（第6．3図）  

をどが行われる。  

第6．3 対角線＿上等間隔採土法（例）  第6．2図 無作為採土法（例）  

は，土壌断面調査地点  注） 図甲の  ●・1－・トこ∴ ● ■ ●■ ● ■■        ■ ●  ● ▼一■  

〔備考3〕耕地土壌，特に水田土壌では作土層（10  

～15cm）とその下部とに分けて採取する  

ことが多い。このような場合，右図（第  

6．4図）のような採取器を用いてもよい。  

この図に示した採取器は直径8cmの鋼管の  

＿ヒ下が開いたもの忙，とっ手を取り付けた  

もので鋼管の下線には刃をつけて鋭くして  

ある。とっ手をつかんであるいは靴のかか  

とで土壌甲に押し込むか，または木槌で軽  

く叩き込みそのせま持ち上げれはよい。押  

し込む際に簡を回転させてはならない。区l  

の（a）は㈲忙よってできた孔の甲佗差し入れ  

て回転させながら押し込むことにより作士  

層以下の層を15～23cm採取するための  

器具である。なお，これらの採取器を用い  
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第6．4図 土壌採取器   
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て土壌を採取する場合，採取幕下端部（刃）の土層甲の′ト石や礫佗よる破損を防ぎ，採  

取を容易化するため，あらかじめ検土杖忙より土屑甲の小石や礫の有無，分布を調査して  

採取を決めることが望jしい。′J円筒′一を用いない場合忙は，各地点佗ついて柱状縦孔  

（第6．5図）を掘り，その断面忙沿って地表面から目的とする深さ（例えば1．Oem）に  

切り目を入れ，一定面積（例えば20×20em）の柱状形内の土壌（a）を他の層の土壌が  

絶対に混入しないようにして全量採取する。   

さらに必要把応じて（切，（e）などの下  

層土も目的とする探さどと佗区分し，   

同様の方法で採取する。なお，採取すべ   

き土壌の深さは調査研究目的陀エり異   

在れ農耕地の場合は作士（0－15cm   

内外）および必要忙応じてその下層土   

（15～30cm内外）の土壌を採取す  

ればよいが，放射性核種の土壌甲の垂  

直分析を調べるなどの特殊な場合忙は，   

母材忙達するせでの深さ（少なくとも   

1m）の土壌を層別に採取することが   

必要の場合もある。  第6．5図 柱状縦孔  

6．2 分析試料調製法   

採取された土壌は清浄な木板，せたはプラスチック板にひろげ，日光をさけて風乾する。この間，  

時々指で土塊を破砕し，しばしばかき混ぜる。植物根や石礫がある場合化けこれを除き，十分に風   

乾した後，重さを杵る。せたは，植物根や石礫を除いた土壌を約80℃の乾燥器で十分陀乾燥し放  

冷後，重さをはかる。   

風乾した土壌または乾燥器で乾燥した土壌は，これを木板またはプラスチック坂上で混合した後，  

正方形忙平に拡げ井の字形に9∵等分し，各区面よカー定量を採取する。   

採取した土壌は必要に応じて軽く粉砕し，2mmのフルイで石礫を除き混合した後，105℃の乾燥  

器甲で約24時間．乾燥し広口ピン佗入れ密封し，分析試料忙供寸るよ）  

1）保存平に吸湿する恐れがある場合忙は，分析測定をおこなうとき忙，別試料（5～10g）を   

用しへて105℃で乾燥し水分を測定し補正を行うことが必要である（乾士＝1009あー水分肇）  
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6．3 試   薬   

担体溶液 セシウム担体溶液（10mgCsケml），ストロけウム担体溶液（201喝Sr2十／ml）  

塩化節ニニ鉄溶液（5mg Fe3ンIml）   

酸  塩酸 塩酸（1＋5）－（1＋7），（1＋9），（2＋98），（3＋200）  

硝酸  硝酸（1＋69）  

アルカリ 水酸化ナトリウム  水酸化ナトリウム溶液（4－20w／v感），（4w／v感）   

塩 類 炭酸ナトリウム  炭酸ナトリウム溶液（1w／v喀）  

EDTA・4Na溶液（50w／v痴）  

リンモリブデン酸7ンモニウム  

塩化白金酸溶液（10w／v痴）   

その他 指示薬：チモールブルー溶液（T．B）フェノールアクレイン溶液（P・P）  

エチル7ル＝丁－－ル，コロジオンせたはラッカー  

陽イオン交換樹脂（Biorex－40）をど←カーにとカ塩酸（1＋9）で4～  

5回洗浄，続いて凍で5～6回洗浄後20mlをとりカラム（内径15mぬ高さ200m  

）把つめたのち水100mlで洗浄し塩化ナトリウム溶液（5w／v珍）200mlを通  

しNa型とする。  

6．4 分析操作   

（1）1Jビーカー：て風乾組十10ngをとり，水酸化ナトリウム宿根（4W．・′、′＼▼飾）‘1りOrnl，  

セシウム担体溶液（10mgOsl／ml）壱mlおよぴストロンチウム担体溶液（20Ⅰ喝Sr2シも1）  

10mlを加えよくかきまぜ砂ザラ上で80～90℃で一夜間加熱する。加熱は10時間で  

十分であるが蒸発乾固しないように温水を追加する。   

（2）放玲後，徐々紅塩酸を加えて平和し，さら陀約45鋸適を加え酸濃度を（6N）とする。再  

び80～90℃で3時間加熱し，砂ザラ上からおろし40～50℃まで放冷する。   

（3）ろ紙（5種B）で吸引ろ過し，残痘は温塩酸（1＋7）200～300mlを3回陀分けて洗浄  

する。   

刷 ろ液を3Jビーカー把移し，80～90℃に加熱する。硝酸を徐々に有機物の茶色がをくな  

るまで加える（30～100ml）。少時間加熱を続け有機物を酸化分解するプ）長時間加熱を続  
けるとケイ酸が析出することがある。この場合は，ろ紙（5種B）でろ過またば遠心分離して除  

2）有機物が多量に含せれている試料は硝酸陀よる分解は非常忙困難であるから，（1）の操作で用   

いる細士100gを砲器ザラに入れ500℃をこえをいように加熱して有機物を分解してふく。  
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く。  

（5）十分冷却したのち水酸化ナトリウムを少量ずつ加え甲和し，さら忙水酸化ナトリウムを水酸   

化7ルミニウムの沈殿が溶解するまで過剰に加える。次忙炭酸ナトリウム50gを少量ずつ加   

えたのち，温所陀数時間静馨し，ろ紙（5種B）で吸引ろ過すも沈殿は炭敢ナトリウム（l☆   

／v珍）を用いて洗浄するく沈殿紆ストロンチウムー90の分析む必要があれば保存する。ゝ  

（6）溶液は3．4（4）以下にしノたがって操作する。  

6．5 セシウムー137の測定  

2．5托したがってセシウムー137を測定する。  

6．6 計  算   

6．6．1 セシウムー137の回収率  

6．4（1）の操作で加えた担体セシウムの量と，6・4でL剖供したセシウムの量（Cs2PtC16）とか  

ら次式陀よって回収率を求める。  

Y＝ ×10。  

Wi  

ここで Y ：セシウムむ収賽（肇）  

勒：加えた担体セシウム量（喝）  

1萌：回収した塩化白金酸セシウム量（n噂）×0．395   

6．6．2 供試試料甲のセシウムー137の量  

試料の放射能測定値を2．5にしたがって計算し供試試料甲のセシウムー137の畳（Of3アOs   

±dC137Cs）pCiを求める。   

6．6＿3 乾士百分率  

凰乾紳士を105～＝0℃で乾燥して求めた恒星値から次式托よって乾土百分率を求めるo  

DW  D＝ －  ×100  
W  

ここで D  ：風乾紳士甲の乾土（飾）  

DW：乾土恒星値（g）  

W ：風乾紳士の養（g）   

6．6．4 乾土Ikg当わのセシウム紳137の豊  

6．6．i～6．6．3の低から計算して乾土1kg当りのセシウムー137量（pCiパくglを次式に£  

り求める。  
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10 00  10 0  
a＝（C13ア0§ 士』ClさアOs）×  

W  D  

ここで a：乾土1kg当りむセシウムー137量（pCi／kg）  

W：供試風乾土 （宮）  

D：乾士百分率 （飾）  

6．6．5 土壌1km2当カのセシウムー137の量   

採取した探さの土壌1k膣当りのセシウムー137量を次式により求め土壌1km2当少の蓄積量と   

する。  

D  lXlOlO  1．  
× ∴   

1099 
／ a＝a XWr x  

100  S  

ここで a′：1k打12当カのセシウムー137量（mCi／払1う  

a：乾土1kg当りのセシウムp137量（・PCi／k9）  

Wr：風乾紳士全量（kg）  

D ：乾土首分率（労）  

S ：採取面積（omり  

6．7 分析結果記録例  

第6．1黄に記録例を示す。  

第6．1黄 土壌中のセシウムー137分析結果記録例  

也当者  

試料  採 取  採取  採取  採取  採 取   試料の性質  測 定  供試豊  セシウムー137  

種類   
部位  

（風乾  

番号  年月日  地点  （em）  面棟 G㌔）  全量 （風乾細 羊g）  聾魂  蓋艶  容積重 簡う  年月日   土g）  乾土中 （pC′k）  面棟当り hcレ扁   

石礫木根等（kg）  
Xl0000 

（風乾土＋石 土根等）（kg）   
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第7章 海底推積物および河鹿推横物  

7．1 試料採取法   

7．1．1 海底推積物  

（1）試料採取  

試料の採取佗は採取場所の状況陀応じて種々のタイプむ採泥器が用いられるが，ここではグ  

ラブ式およびドレッチ式採泥器を用いる場合忙ついて述べる。  

（2）採取用具および使用法  

A スミスマッキンタイヤ採泥器（グラブ式） 1）  

使用深度：0～約1000m  

特  徴：一定面積の泥が採取でき，探さも約10emせで自由忙えらべる。礫奇どの多い泥  

陀は不向きで，巻き上げ機も必要とする。  

使用法：採泥器をワイヤーの先端陀とりつけ，毎秒約1mの速さで巻き上げ機からワイ  

ヤーをくり出す。着底近くなると，ワイヤーを引っばり着底していないかどうか  

を確かめ奇がらゆっくりと降ろす。数百m以上の場合は，ワイヤーの先端に約  

10Kgのおもりをつけ，その先にローブを約20emつけ，その先端忙採泥語を取付  

ける。着底が確かめられると直ちに巻き上げ・を開始する。採取された海底士は  

慕面から一定の深させで移植どてなどを用いて取り，フク付ポリエチレン容器  

（3～5J）に入れ，・必要があればエチル7ルコールを加えて保存する。試料番  

第7．1図 スミスマッキン∵タイヤ採泥器  第7．2図 エクマン・パージ型採泥器  

1）第7．1図のような構造をもつ。この他比較的少ない量を採取するときは，エクマンバージ型   

採泥器（第7．2図）などが用いられる。  
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号，位置，採取年月日，水深，採取した泥の厚さ，泥の種類特徴，採泥器の種  

類を記銀する。  

B：カンナ式採泥器（ドレッジ式）  

使用深度：0－50m  

特  徴：どく表面の泥を広い面積にわたって採取することができる。面積の計算はでき  

るがあせり正確ではをい。  

使用法：水深の3～5倍の長さのローブを採泥器に取り付け，採泥詩を着底させる佃 ロー  

ブをのばしながら船を移動させる。ローブをのばしきると，船をアンカーで固定  

し，ローブを手で毎秒0．5mの速さでたぐり寄せる。採泥器を船上に引き上げた  

のち，取出口から泥をとり，フク付ポリエチレン容器（3～5J）に移す。必要  

あれはエチル丁ルコールを加えて保存する。試料番号，位置，採取年月日，水  

深，採取した泥の厚さ，泥の種類，特徴，採泥器の種類を記録する。  

7．1．2 河底堆積物2）  

（1）試料採取場所  

目的とする場所で，河川では地形に応じて左岸部，甲心部，右岸部などの数地点よカ，また湖・   

招，弛夜どについても，その規模忙応じて採取地点を選定する。   

（2）試料の採取方法  

採泥は採取面積と深度を把握できることが望ましいので，コア－サンブラーでの実施が望まし   

いが，操作の困難と多量採取のむずかしいことから，エクマンパージ型採泥器またはソリ型採泥   

器をどが用いられる。ノリ塾は，軟くて軽い泥質の場合には，泥中にめ少込む場合があるので，一   

般的佗はエクマンバージ型が適当であると考えられる。採取された試料は，海底牡積物と同様に   

保有する。  

2）放射性物質が陸水系忙流入された場合，可馳のものは，水中懸だく物などによっては吸収吸着   

されたり，溶有成分の作用により沈殿したり，あるいは微生物をどにより吸収され，あとに死骸   

とをって底部に堆積し，せた不溶性のもの，たとえば降雨をどによって土壌表面の微細粒子な   

どが流入した場合陀も底部に堆積する。しかし′，その堆積性は流速の遅い地点が多く，かつこ   

れらに吸収吸着された放射性物質も多く堆棟する傾向がある。したがって，安全サイドからみ   

て放射能水準の高い地点，すなわち，泥質の部分を採取することにする。 
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7．2 分析試料調製法   

採取された試料は静置して，できるだけ上澄み液をと少除き，（了スビレークーまたはブフナー漏   

斗を用いて水を除く）重さを秤る。ステンレススチール板せたけプラスチック板上に堆積物を拡   

げ，石礫，貝殻債ど除くととも把，できるだけかき混ぜる。ついで堆横物を正方形に平陀拡げ，井の字   

形佗9等分し，各区画より一定量を集める。集めた試料は重さを秤り，105℃の乾燥器甲忙入れ   

乾煉し．放冷後重さを秤る。乾燥した堆積物は鉄製乳鉢または適当な粉砕機（ロールミル，ポール   

ミル）を用ぃて粉砕し，2mmのフルイセ用いてふるい分け十分に混合して分析試料として密封して  

保存する。  

7．3 試   薬   

担体溶液 セシウム担体溶液（10mgCsソrn1），塩化第二鉄溶液（5喝Fe3十／ml）   

酸  塩酸  塩酸（1＋ふ），（1＋7），（2＋98）  

硝酸  硝酸（1＋69）   

アルカリ 水酸化ナトリウム  水酸化ナトリウム溶液（4－20w／v喀）   

塩  類 炭酸ナトリウム  炭酸ナトリウム溶液（1w／v感）  

EDTA・｝4Na溶液（50w／v喀）  

lJンモリブデン酸7ンモニウム  

塩化白金酸溶液（10w／v喀），   

その他 指示薬 ：チモールブルー溶液（T．B）フェノールフクレイン溶液（P・P）  

エチル丁ルコール．コロジオンまたはラッカー  

陽イオン交換樹脂  

7．4 分析操作  

（1）1Jビーカー陀乾燥細士1b ogをとり，水酸化ナトリウム溶液（4W／v珍）400ml，  

セシウム担体溶液（10mgos＋／ml）2mlおよぴストロンチウム担体溶液（20mgSr2＋／  

ml）10mlを加えよくかきまぜ砂ザラ上で80～90℃で一夜間加熱する。加熱は10時間で  

十分であるが蒸発乾固しないように温水を追加する。   

（2）放冷後徐々忙塩酸を加えて甲和し．さらに約450mlを加え酸濃度を6Nとする0再び70  

～80℃で3時間加熱し，砂ザラ上から降ろし40～50℃せで放冷する0  

3）ふるいわけの操作保有甲などに吸湿する場合があるので，分析測定をおこなうときに，別試  

料（5～10g）を用いて105℃で乾燥し，水分を測定し補正を行うことが必要である（乾   

士＝100珍一水分帝）  
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（3）ろ紙（5種B）で吸引ろ過し，残産は塩酸（1＋7）200～300mlを3回に分けて洗浄  

する。  

（4）ろ液を3Jビーカーに移し，80－90℃に加熱する。硝酸を徐々に有機物の茶色がなくなる  

まで加える（30～100ml）。少時間加熱を続け有機物を酸化分解する㌔）長時間加熱を続   
けるとケイ酸が析出することがある。この場合はろ紙（5種B）でろ過または遠心分離して除  

く。   

（5）十分冷却したのち水酸化ナトリウムを少量ずつ加え平和し，さらに，水酸化ナトリウムを水酸   

化7ルミニウムの沈殿が溶解するまで過剰忙加える。次に炭酸ナトリウム50gを少量ずつ加え   

たのち，温所に数時間静置し，ろ紙（5種B）で吸引ろ過する。沈殿は炭酸ナトリウム（1   

w／v喀）窓用いて洗浄する。（沈殿けストロンチウムー90分析の必要があれは保存する。）  

（6）溶液は3．4（4）以下忙したがって操作する。  

7．5 セシウムー137の測定  

2．5托したがってセシウムー137を測定する  

7．6 計   算  

7．6．1 セシウムー137の回収率  

7．4（1）の操作で加えた担体セシウムの量と7．4で回収したセシウムの量（Cs2PtClも）とか  

ら次式佗よって収率を求める。  

旦 Y＝一＿ ×100  
明  

ここで Y：セシウムの回収率（珍）  

叫：加えた担体セシウム量（mg）  

Ⅵち：回収した塩化白金酸セシウム量（Il唱）×0．395  

7．6．2 供試試料甲のセシウムー137の量  

試料の放射能測定値を2．5にしたがって計賃し供試試料甲のセシウムー137量（C137（も   

±』C13アCs）pCiを求める。  

4）有機物が多量に含まれてぃる試料は硝酸による分解は非常忙困難であるから，（1）の操作で用  

いる紳士100gを磁器サラに入れ，500℃を越えをいように加熱して有機物を分解してお  

く。  
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7．6．3 乾土百分率  

ふるh分け，保有中に水分を吸湿した場合控は，紳士を105～110℃で乾娩して求めた恒量  

僅から，次式にエって乾士官分率を求める。   

D＝ ×100  

ここで D：紳士中の乾土（節）  

SD：範士恒t値（g）  

SW：紳士の量（g）  

7．6．4 乾土1kg当りのセシウムー137丑   

7．6．1－7，6．3の値から計篭して乾土1kg当りのセシウムー137量（pCi／kg）を次式忙   

より求める。  

1000  100  
a＝（C1370s±dC18アCs）×  

W  D  

ここで a：乾土1kg当りのセシウムー137量（pCi／㌔g）  

W：供試乾士（g）  

D：乾士官分率（帝）  

7．7 分析結果記録例  

第7．1慕佗記銀例を示す。  

第7．1桑 港底堆積物および河鹿堆積物甲のセシウムー137の分析結果記希例  

≡‡一三‡去葦  
‡担 当 者  

試 料  採 取  採 取  採取  

深．慶  備  考   
伍l）   
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第8葦 農 作 物  

8．1 試料採取法  

8．1．1 穀  類  

米麦は，その子実を食用目的として栽培されているから，試料採取は原則として収穫期に行う。  

水稲の試料採取法は調査目的により異在るが，便宜的陀圃場内に生育が甲庸と見られる場所を   

数箇所選び，その・一定面積（たとえば5m2）上の作物体を1株ごと刈り取り■，さらに穂揃いの中庸   

な株を半数選び，これらを代慕株とみなす。陸稲，麦類の採取法は，上記に準じて行ぃ，一定面積   

上（たとえば3r㌔）の作物体を全部刈り取る。  

8．1．2 そ菜類  

そ薬類の多くは裁植密度が粗く，また遺伝的にも栽培的にも個体変異が一般に大きい。したが  

って，まず調査目的陀応じ，しかも収穫期に採取することを前提として栽培条件（面積，方式，   

期間），生産量などのほか，食用の対象となる成体部分を考慮した上で，そのそ菜城取するが，その   

種類を選定する必要がある。なお試料の採取法憬調査目的により異なるが，統酎約な方法把より行  

うことは実際的でないことが多く，また最上の方法とは限らないので一般佗は次のような経験的  

方法によって行うことが多い。  

（1）葉 菜類  

こまつな，たかを，ホーレン革をど裁植密度が比戟的密で，広い面積上に裁増されている葉  

菜類の採取には，圃場内の各うねから，うねが多い場合は．数列おきに生育が比較的甲庸である場所  

を数箇所選び，そのうね上の一定距離（例えば50em）上陀生育している作物体を全部採取す  

る。一方結球性のはくさい，キャベツなどは個体差が大であるから，便宜的匠蹄場で比較的均一  

忙生育している場所を数個所選び，各場所から品質の特性をそなえた株で平均的な大きさを示  

す個体を選んで計量し，そのなかからさらに数珠を選び出して供試する。  

（2）根菜類  

採取法は上記に準ずるが採取した試料からさら佗横長，根電など形態的に均一なものを選び  

だす。  

8．1．3 牧  草  

一定面積の採草地から牧草類を採取する場合縦，横の長さを考慮して等面横K数一十教区域に   

区分し，各区分の甲心部における一定面積（たとえば1m2）上の作物体を採取する（第8．1図）。  

なお採取にあたって単播の場合イネ科では普通地面より10emの高さで，草丈必短かい葡簡性の  

革種では生長点を残すため5～6emの高さで刈り取りを行う。マメ科単播の場合にけ葡葡枝（ラ  

ンナー）を残してできるだけ低い所から刈り取る。なおイネ科，マメ科混播の場合Kは，目的に  
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よカ刈り取る高さは異なるが普通棺10emの高さ  

で刈り取る。   

8．1．4 茶  葉  

茶葉の成分含量は，品種，茶期く一番茶をどの  

採取斯），成熟度，葉位をどのはか，土壌，環境，   

栽培，生育条件により異をる。この調査では茶樹  

の枝斡，根よわ茶葉が箋賓であるのでその採取方  

法について述べる。新薬では普通一心三乗摘み   

（第8．2図）が行われる。この採取方法は生長点   

（心）と上位三幸を摘む方法であるが調査員的陀  

臣召  臣ヨ  匹ヨ  園  監召   

E召ヨ  匠召  臣詔  匠詔  匹召   

囲  凄曳  囲  圏  囲  

圏  園  園  ≡  臣詔   

第乱1鞠 牧草の採取法  

よわや定菜位の茶葉を併読した方がよい場合もあ   

る。しかし厳密には葉の発芽位置，発芽期，伸長状態が一定でをいため，真の代表的を個体をう  

ること絃困難であるので，個体差を少捻くするためには同一茶園内で広範陀わたり可能をかぎり  

個体を多数採取する必繋がある。…般陀茶葉の無機成分は，茶葉や吉葉では採取累日による影響庖  

少なく，新尭でも採取適期1）（他聞駐60～70帝  

の範囲）では変動が少恋いので，この期間に試料の採   

取を行えば，薄茶の熱度Kよる影響は有機成分に比較   

して考慮する必要控夜レも なお，葉芽が急速花成長   

し代謝が活発を時期匿採澱する場合，採取時期によ   

り茶芽の熱鮭が著しく影響をうけるので，採取時期を   

適確陀指示することは困難であるが，試料の熱度を  

揃えるように茶茅の出開慶に十分留意して採取すべ   

きである。  

第8．2図 茶葉の摘採位澄  

l）茶芽が完全把開芳してそれ以上伸長しない芽のことを出開芽（でぴらきめ）と呼び，全芽甲   

の出開鹿虻割合を出開鹿（でぴらきど）と言う。この出開度が摘採適期判定の一つの基準とを   

り，芋摘みの場合，緑茶では60～70珍，紅茶では40～50珍が適期である。出開慶がこれ  

以上に進むほど茶の品質は低下するが，はさみ摘みの場合は緑茶，紅茶とも陀70珍前後でな   

ぃと摘採し托くゎ。  
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8．2 分析試料調製法   

8．2．1 穀  類  

採取した試料を必要に応じて部位別あるいは器官別に分け，各々の生重量および風乾量をはかる。   

乾燥には60～700Cの熱風乾燥器を用いる。試料は粉砕して分析に供する。なお子実のみ対象  

にする場合は，水陸稲では脱穀して籾を集め薄く広げて十分乾燥する。ついで籾擢機で玄米に調   

製し，さらに米選器を通して精玄米を集めて供試する。小麦は脱穀後ふるいを通して爽雑物を除   

き子実だけ集め，大麦も同様にし′て調製し，えられた玄麦を供試する。供試量は約5kg  

8．2．2  

（1）葉菜類  

採取した試料は，土壌を除き水で洗い根部不用のものは地上部のみ供試する。ホーレン革は  

ひげ根を除いて供試する。結球はくさい，キャベツなどは外側の葉が汚染しているおそれがあ  

るので，試料は多量に選びとった上，外側の葉と芯を取り除き，可食部を4等分して相対応する  

2区分をそれぞれ供試する。試料は必要に応じ生重量をはかっておく。そ薬類は水分含  

有が多いので，一般には60～70℃の熱風乾燥器で乾燥する。その際，葉菜では葉が互に電をら  

夜いように，結球性のものは一枚ずつ（四等分したあと）はがして，網，新聞紙上に拡げて乾燥す  

る。とくに多汁質のものは時々手を加えて裏返し，葉の重なカを防ぐことが必要である。なお  

一時陀多量の試料を乾燥する場合は，できるだけ容量の大きい乾燥器で通風量を多くしておこ  

なうか，あるいは，1～2日自然乾摸してから乾操器に収容する。多汁質のものを，  

乾県器で一時に多量処理すると煮返えされた状態になるから，特に自然乾操をあらか  

じめおこなった方がよい。乾摸した試料は秤量したのち直ち忙粉砕し，1nmのふるいを通  

して試料とするか，あるいはそのまゝ供試する場合がある。供試量約4kg  

（2）根菜類  

水洗忙より土壌を除き，葉と根に分けて別々に供試する。菜の試料調製は上記に準じておこ  

なう。根はなるべく2～5mれの厚さ忙輪切り托して，直接重ならないよう陀拡げ，あるいは針  

金などに通して宙吊りにして自然乾燥あるいは熱風乾燥する。乾燥後秤量し，そのままあるいは  

粉砕して分析用に供する。供試量は約4kg  

8．2．3 牧  草  

混播の場合は試料をそのまま，単播の場合は試料を部位別あるいは器官別に分け卜上記の方法．  

忙準じて試料を調製し分析に供する。その際，新鮮電，風乾重を測っておく。供試料は生約2kg   

8．2．4 茶  葉  

採取した茶葉は，直ちに水洗して土壌，塵，壊を除去したのち（必要があればこの際，新鮮電，   

せたは水分含有量を測定しておく），一般には試料をむし器陀入れ，30～60秒蘭蒸気を通して  
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から通風乾燥器（60－701C）で乾燥する。この場合試料を清潔な紙の上陀できるだけ薄く拡  

げ，通風をよくすると乾きやすい。製茶用の専用乾燥器がをい場合，一段忙はステンレス製の通  

風乾燥＝器を使用して汚染を防ぐように留意する。  

なお，無機成分のみを調べる場合は，蒸気処理を省略してもよいが，その場合試料を最初95   

0Cで30分間処理したのち，上記の要領で乾燥する。乾燥は7－8時間で十分である。乾燥試料  

は，そのまぜかあるレ咄粉砕し，0．5－1mのふるいを通してから混合し供試する。その際試料の1  

～2gを秤量しノ10（アCで恒量にをるまで乾燥し水分を測定しておく。供試量は約2kg（製茶で   

100g）   

8．2．5 試料の灰化  

試料は大型ステンレスザラ忙取り，直火で炎が出ないよう忙注意して炭化する。これを磁器蒸  

発ザラ陀移しノて電気炉で500℃を越えないように加熱して灰化する。   

8．3 試  薬  

8．3．1セシウムー137分析用  

セシウム捜体溶液（10叩 Cs－ンml）  

塩化第二鉄溶液（5mg Fe3ンml）  

塩酸，塩酸（1＋1），（1＋5），（2＋98）  

硝酸．硝酸（1＋70）  

水酸化ナトリウム，水酸化ナトリウム溶液（8～20w／v喀）  

炭酸ナトリウム，炭酸ナトリウム溶液（1w／v喀）  

租体溶液  

酸 

7ルカリ  

塩  類  

EDTA・4Na溶液（50w／v帝）  

リンモリブデン酸アンモニウム  

塩化白金酸溶液（10w／v喀）  

そ の他 指示薬：チモールブルー溶液（T．B），フェノールフクレイン溶液¢・P）  

エチル丁ルコール ，コロジオンせたはラッカー  

陽イオン交換樹脂  

8．3．2 カリウム定量用  

標準溶液 カリウム標準溶液（100喝K十／J）  

酸  塩酸（1＋1），フッ化水素酸（40喀）   

8．4 分析操作  

（1）灰化試料の一定量2）をビーカー忙とり水で湿したのち，セシウム担体溶液（10mgCsソ  

ml）2mlbよぴストロンチウム担体溶液（10mgSr2ソml）5mlを加え灰分1gにつき塩  

2）生篭量1kgに相当する量を目安とする。濃度に応じて増減してもよい0  
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酸（1＋1）血1を加えて加熱抽出し，温水で倍に薄めて不溶物をろ紙（5種苗）でろ過し，  

温水で洗浄する。  

（2）灰化が十分でをわときは，ろ紙上の残留物をふたたび灰化して塩酸抽出をおこをい抽出液を  

合す。  

（3）ろ液および洗浄液は混合し，十分冷却したのち水酸化ナトリウムを少量ずつ加え中和し，さ   

ら把水酸化ナトリウムを水酸化アルミニウムの沈殿が溶解するせで過剰陀加え，炭酸ナトリウ   

ム20gを加えたのち温所に数時間静直し，ろ巌（5種B）で吸引ろ過する。沈殿は炭殿ナト  

リウム溶液（1w／v帝）を用いて洗浄十る。（沈殿はストロンチウムー90む分析の必顎が  

あれば保存する）   

（4）溶液は3．4（4）以下托したがって操作する。  

鼠5 セシウムー137の測定  

2．5にしたがってセシウムー137を測定する。  

8．6 カリウムの定量3）   

8．6．1 測定用器および測定条件  

原子数光光度計  ガスおよび炎：アセチレンー空気による遮元炎  

光  源：カリウム用甲空陰極ランフ  

0 長：7665A  汲   

9．6．2 定量操作   

仙 灰分0．5～1．O gを白金ザラ陀とり少量の水で湿し，フッ化永素酸（40俸）20mlと塩酸   

20mlを加える。紗ザラ上で加熱し蒸発乾固する。冷後，塩酸（1＋1）10mlを加えて蒸発  

乾固する。   

（2）残留物に塩酸（1＋1）20～30mlを加えて加熱溶解する。不溶物があればろ紙（5種B）  

を用いてメスフラスコ（100ml）陀ろ別し，温水で洗浄する。  

（3）水を標準まで加え十分振りせぜる。   

（4）試料を適当量分敬し，1～10mg／gの濃度にをるようにうすめたのち測定する。  

3）セシウムー137による汚染の程度を慕わす単位として，試料中のカリウム1gと共存するセ   

シウムー137をpCi数で示すことが行われ（セシウム単位：CU）食品化ついてカリウムの   

分析を行う。カリウム由分析には重量法，＝炎光光度法，．原子吸光光度法の小ずれも用いられる  

が，ここでは一例として原子吸光光度法について記す。  
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8．6．3 吾十  葛  

糾 試験溶液中のカリウム濃度は，次式によって求める。  

W＝AXV xC xlO O  

ここで W：供試試料甲のカリウム量（mg）  

A：測定した濃度（mg／g）  

Ⅴ：測定した溶液の量（ml）  

C：希釈した倍率   

（2）灰化試料甲のカリウム含量如g／gAsb）妊次式によって求める。  

C＝  

ここで C：灰化試料甲のカリウム量帥g／g Ash）  

W：供試試料甲のカリウム量（mg）  

S：供試量（g）  

8．7 計  算   

8．7．1 セシウムの収率  

8．4（1）の操作で加えた拒体セシウムの量と，8．4で回収したセシウムの量（Cs2PtC18）とか  

ら次式によって回収率を求める。  

W妄  

Wi  
Y＝  ×10 0  

ここで Y ：セシウムの回収率（珍）  

明：加えた担体セシウム量（mg）  

1喝：回収した塩化白金酸セシウム量（mg）×0．395   

8．7．2 供試試料甲のセシウムー137の畳   

試料の放射能測定値を2．5にしたがって計隻し，供託試料甲のセシウムー137の量（Cl訂仏  

土dC－3碍s ）pCiを求める。  

8．7．3 新鮮篭1kg当りのセシウムー137の量   

次式から新鮮重】k盛りのセシウムー137の量を求める0  

KXlO  
a＝（C柑犯s 士dClさ亀）×   

W  

ここで a：新鮮葛1kg当り・のセシウム柵137量（pCi／／先g）  
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K：灰分率（痴）   

W：供試灰分（g）  

8．8 分析結果記録例   

第8．1表に記録例を示す。  

第8．1黄 点作物甲のセシウムー137分析結果記録例  

「絹農村し」  

過 当 者  

試料  採取  

種類  部位  含量  生体甲  備考  

番号   地点   
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第9葦 牛  乳  

9．1試料採取法   

9．1．1 輸送しない場合  

母牛よ少しほった牛乳は，乳缶忙つめて集乳所忙運ばれる。最近大きな牧場では，パイプライン  

システムが設備されるよう忙なったが，それ忙しても最終的には乳缶忙分注されるので，試料は   

この缶を単位として採取すると良い㌔）採った試料はなるべく早め忙秤量あるいは刺客する。時  

間がたつとクリーム，脱脂乳の二層忙分離し，試料が不均一となる。もし，二層忙分離した試料  

を用いねば在らぬときは，十分忙混合し，さら忙容器壁忙付着した成分をできるだけ完全忙分離  

して試料に加える。また長時間置かねばならぬときは，防腐剤として牛乳2／忙つき，ホルマリ   

ン20mlを添加する。 2）   

9．1．2 輸送する場合  

航空機，車輌などで採取地よか分析室まで輸送するときは，二重ぶたの2Jのポリエチレンビ  

3）   
ンを用いるとよい。この際，牛乳はポリエチレンビンの口元まで満たす。ふたと牛乳の面との  

すき間が大きいと，輸送中の振動でクリームが分離し，さら忙バクーの分離が起って試料の不均  

一性が大きくなる。  

9．2 分析試料調製法   

（1）牛乳1－2J大型蒸発ザラ（径18emくらいのもの）数個忙わけとカ，砂ザラ上でゆるやか忙加  
4）  

熱し徐々忙炭化する。   

（2）炭化物（完全忙炭になら浸くてもよい。発泡して皿よ少あふれるおそれのなくなったもの）を   

電気郎移し，5。。℃を越え帥よう加熱して灰る。  

1）農家の牛舎内などでの搾乳現場で直接採取するときは，搾乳開始直後あるいは終了寸前の牛乳   

は採らないこと。容器忙集め混合してから採ること（牛乳の搾少始めと終少ごろでは成分忙多少   

差がある。）。また特別な場合を除き健康牛から得た正常乳を試料とすべきである。重い乳房炎忙   

かかった牛の乳は乳成分がかな少変っている。  

2）測容前忙加えれば，あとで計算のとき忙増加分をコントロールする。  

3）このとき牛乳は2Jをこすので，分析前に秤量し直すこと。  

4）発泡してあふれないよう忙注意する。最初細火でだんだん火力を上げる。底の深車ステンレス   

製の鍋でもよいが，炭化物を鍋から碑器ザラ忙移さねばならない。このとき炭化物のロスがでる   

ことと，鍋の鉄分が試料忙混入する恐れがあり，余少このましくない。しかし，簡単忙炭化でき   

るので急ぐとき忙はこれ忙よる。  

5）完全灰化忙は約15時間が必要である。  
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9．3 試  薬   

9．3．1 セシウムー137分析用  

担体溶液 セシウム也体溶液（10mgOs＋／ml）  

塩化第二鉄溶液（5Ⅰ喝Fe31／ml），ストロンチウム担体溶液（10喝Sr2‰1）  

酸  塩酸，塩酸（1＋1），（1十5），（2＋98）  

硝酸，硝酸（1＋70）  

アルカリ  水酸化ナトリウム，水酸化ナトリウム溶液  

（4～20w／v痴）  

塩  類 炭酸ナトリウム，炭酸ナトリウム溶液（1サ／ん％）  

EDTA・4Na溶液（50w／v多）  

塩化白金酸溶液（10w／v喀）  

リンモリブデン酸アンモニウム  

その他  指示薬 チモールブルー溶液（T．B）フェノールフク  

レイン溶液（P．P）  

エチルアルコール，コロジオンまたはラッカー  

陽イオン交換樹脂  

9．3．2 カリウム定量用  

担体溶液  カリウム標準溶液（100喝／J）  

酸  塩酸（1＋1），フッ化水素酸（40喀）  

9．4 分析換作  

（1）灰化試料の一定量をビーカーにと力水で湿したのち，セシウム担体溶液（10mgCsTメ1）   

2m沖よぴストロンチウム担体溶液（1伽喝Sr2ソml）5mlを加え，灰分1gにつき塩酸（1   

＋1）4mlを加えて加熱抽出し，温水で倍忙薄めて不春物をろ紙（5種B）でろ過し，温水で洗浄  

する。   

（2）灰化が十分でないときは，ろ紙上の残留物をふただび灰化して塩酸抽出をおこなh，抽出液を合  

す。   

（3）ろ液と洗液は混合し，十分冷却したのち水酸化ナトリウムを少量ずつ加え，中和し，さらに水酸   

化ナトリウムを水酸化アルミニウムの沈殿が溶解するまで過剰忙加え，炭酸ナトリウム20gを   

加えたの一ち温所忙数時間静置し，ろ紙（5種B）で吸引ろ過する。沈殿は炭酸ナトリウム（1   

w／）％）を用いて洗浄する。（沈殿ほストロンチウムー90の分析の必要があれば保存する）。  

（4）溶液は3．4（4）以下忙したがって操作する。  
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9．5 セシウムー137の測定  

2・5忙したがってセシウムー137を測定する。  

9．6 カリウムの定量7）  

8．6忙したがって操作する。  

9．7 計  算  

9．7．1 セシウムの回収率  

9．4（1）の操作で加えた担体セシウムの量と，9．4で回収したセシウムの量（Cs2PtC16）と  

から次式忙よって収率を求める。  

Y＝皿×100  
W  

ここで  Y：セシウムの回収率（％）  

Wl：加えた担体セシウム量（mg）  

W2：回収した塩化白金酸セシウム量（mg）×0．395   

9．7．2 供試試料中のセシウムー137の量   

試料の放射能測定値を2二5忙したがって計算し，供試試料中のセシウムー137の量（C137Cs   

士dC13アCs）pCiを求める0  

9．7．3 新鮮量1／当りのセシウムー137の量  

次式から新鮮量1／当りのセシウムー137の量奇求める。  

K  
a＝（C1370s士dC187Cs）×  

W  

ここでa：新鮮量1／当βのセシウムー137量（pCi／1）  

K：灰分（g．／り  

W：供試灰分（g）  

7）P37，脚注3）参照  
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9．8 分析結果記録例  

第9．1表忙記希例を示す。  

表9．1表  牛乳中のセシウムー137分析結果記銀例  

計数装置  

担当者  

試料  採取  

種 類  （灰分  備 考  
番号   年月日   
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第10葦 海 産 生 物  

10．1試料採取法1）   

10．1．1 ブランクトン  

試料採取檻控口径1．3m，網の側長4．5m，綿地パイレン120メッシュの大型プランクトン  

ネットを用いる。このネットの基本的構造   

は第10．1図のとお少である。  

このネットを原則としては舷側で曳網す   

るが，採集の能畢化をはかるため忙船尾曳網   

を併用することもある。   

曳締は船首部朝方縦1．5－2mのブーム  

を張力出し，その先端から第1年・2図のよう  

忙24～30mの太さのクレモナローブな  

諦10．1図 マルチネットF．P型構造図  

どを用いて船側の網のと少入れ忙便利夜位置 シャツクル  

一
⊥
 
 

コ
 
0
 
 

2
 
 
 

中
 
 

忙網をセットし，網口が全部海面下忙沈む  

よう忙船速を調整し行う。場合によっては，  マエフロー  

／
 
 

ミ
…
・
暮
u
】
・
涌
緑
U
ニ
浩
 
 

網口のリング忙1．5kg程度の董錘葱取奥付  

ける。  

船速はできるだけ州定（1．0～1．5ノッ   

ト）とする。クラゲなどの大型ブランクトン   

およぴゴミなどの標流物が多わ場合には，網   

口に漁網で作った“クラゲよけ”をはって   

それらの混入を避ける。  

このネットは大型である上托網目が細か   

いので，プランクトンの網地への付着状況忙  

第10．2図 マルチネット水平曳網の方法  

よっては揚鏑綻非常躍労力を要する。したがって，曳網時間の調節忙は特忙留意しなければ浸ら   

ないが，通常は20分くらいが限度である。   

プランクトンは網の内側一面忙付着するので，海水ボンフ骨使って，外側から洗いながらプラン  

クトンを網尻忙集める。あらかじめ水食入れたバケツの中に，ネットの尾部のヒモをほどいて，試  

料を破損しないよう忙洗い出し，クラゲヤゴミを除き，こし網などを用い保存ビン忙移す。   

水切少したフ●ランクトンに，それと等重量のエチルアルコール蟄加え，密栓，振とうして保存す  

1）海での生物試料採取は地元漁業組合の諒解をとる夜どして十分注意して行なう。  
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る。   

一回の曳網で採集される量は，時靭および場所忙よって著しく異なるから，曳網をく少返して必  

要量を集める。プランクトンの灰分量は，湿重量の1－5％程度であるが，10喫〉前後忙達すること   

もある。採取地点番号，採取位置，緯度，経度，試料番号，採取年月日，時刻，船名，採取者氏  

名，水深，水温その他の観測事項，採取方法（器具の種類，曳網方法夜ど）及び採取量を記録  

する。   

10．1．2 底生生物（ベントス）  

浅海では潜水夜どで採取するが，それができない場合忙は，ビームトロール（第10．3図）また  

は′J、型底曳網夜どを用いるが，それらの大きさや網目の大きさなどは，船の大きさ，装備，対象生   

物の大きさ，分析密度及び海底の底質などに応じて選定する。  

船からワイヤーまたはロープを採集器具が船底をかく程度の長さ（水深の3倍程度）忙延ばし   

て曳網する。曳船時間は海底地形およ・び底質などを考慮して，着底後20～30分間程度とし，こ   

れをく少かえして必要量を集める。  

ビームトロールの基本的構造は一対の半円形のそ少の前後を樫などの木製または鉄製パイプの  

二本の枠（ビーム）で支え，クレモナ，ナイロン，サランなどの網地を袋状として取少付けたも  

のである。   

網口の巾は，船の大きさ，曳航用鋼索の破断力などによって決まるが，通常1－6mであ少，網口高   

さは網口巾の随一鳩，袋部の網目は通常3－10em程度である。  

大型のものでは網な少を正し  

く保つため忙，前部から後方忙   

向って2－3段に網目を大から   

小忙変えてある。  

′＝型の建物帽，＿上蓋己の網だけでは  第10．3図 ビームトロール   

は通過してしまうから，網の内側忙5椚爪目程度の′トメッシ ュの内網を装着した塾がきわめて適切で  

ある。各種のドレッヂ及びグラブも用いることができるが，これらの器具では退避移動力が強い動  

物および大型酸）生物はほとんど採取できない。採取試料は産結して保存するのが望ましいが，プラ   

ンクトン試料忙準じ，エチル7ルコールを用いて保存する場合もある。  

甲殻類，月類，肉質部の灰分量は湿重量の2－3％程度であるが，シャコ，′」、エビ類などを殻  

こと灰化した場合の灰分量は4－5％程度である。その他ナマコ類の灰分量は5％前後，ヒトデ，  

ウニ及び海綿類では10％から20％を超えるものもある。   

10．1．3 遊泳生物（ネクトン）  

対象生物種及び漁場の条件忙応じて適当な漁具を用いる。採取試料は底生生物忙準じて保存す  
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る。魚類，イカ類，肉質部の灰分量は湿重量の2％前後であるが，魚体を丸ごと灰化した場合の   

灰分量は3－5％とみてよい。   

1U．1．4 附着生物（イガイ，フジツポ，ホヤなど）   

採取忙はスクレイバー ，磯クガネなど（第10．4図）のかきと少用具と，たも，かどなどを準  

備し，これらの容器を受けながらかき落す。この時死穀が混入しないよう忙注意する。   

採取量は，イガイなどの場合で核種分析には殻を含めて8－10kg（肉質部で3kg）程度が必要  

である。玲所忙保存すれば冬期は約1週間，夏期でも1日位は生存するが，なるべく早く肉質部を   

取りブランクトン佗準じて保存す   

る。穀を試料とする場合佗は淡水  

で洗浄乾燥して100－200g程  

度を保存すろ。  

イガイ，カキ等の肉質部の灰分  

含量は湿重量の2－3乳程度，フ  

ジツポ類，ホヤ類では4％前後と  

みてよい。  

10．i．5 海  藻  

海藻忙は有用海藻（ワカメ，ヒ  

ジキ，マツモなど）と未利用海藻   

（ホンダワラ，カジメなど）がある。  

スタンイバー  

戊雄  
†  

20・－30m  

l  

第10．4図 磯クガネおよぴ7ワビおこし   

有用海藻の場合忙は，地域によって採取時期が定められている場合が多いので，地域の漁協など   

忙採・取を依板して採取購入するのが良レ㌧  

未利用海藻は，水面下にはえている場合が多いので，クマデあるいは第10．5図のような採取用  

＋∫十  
第10．5図  

海藻の採取用具  

具を用いるか，水中忙入ってむしり取る。  

採取量は湿重量で3kg（乾重量500g）程度ある   

ことが望ましい。採取した海藻は淡水で洗い乾燥して   

保存する。  

海藻類の灰分含最は種類，時期忙よって異なるが，   

湿重量のおよそ1－4％の範開内忙ある。  

木又は竹   
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10．2 分析試料調製法  

（1）生体試料は水で手ばヤく洗い，ろ紙で水を切β，必要ならば細切りしたのち上皿天秤で重量  

をはか少110℃で十分乾県する。  

（2）乾燥試料は，膨化を考慮してなるべく大型で浅い蒸発皿（故器せたは石英）に入れ，電熱器または  

ガスバーナで温度があま少上らぬよう忙注意しつつ，可燃ガスがほとんど出なくなるまで炭化する。  

（3）電気炉忙入れ500℃を越えないよう加熱して，扱色の灰分が得られるまで灰化し，重量をはかク 

（灰分の測定）乳ほうで摩粉砕する。  

10．3 試  薬  

10．3．1 セシウムー137の分析用  

担体溶液 セシウム担体溶液（1伽曙Cs＋ふ1）  

塩化第二鉄溶液（5mgFe3yml）ストロンチウム担体溶液（10mgSr2ンhl）  

酸  塩酸，塩酸（1＋1）（1＋5）（2＋98）  

硝酸，硝酸（1＋70）  

アルカリ 水酸化ナトリウム，水酸化ナトリウム溶液（4－20サ～％）  

塩 類 炭酸ナトリウム，炭酸ナトリウム溶液（1町～％）  

EDTA・4Na溶液（50v／～％）  

リンモリブデン酸アンモニウム  

塩化白金酸溶液（10サ～％）  

そ のイ也  指示薬：チモールブルー溶液（T．B）  

フェノールフクレイノ溶液（P．P）  

エチルアルコール：コロジオンまたはラッカー  

陽イオン交換樹脂  

10．3．2 カリウム定量用  

担体溶液  カリウム標準溶液（100m㌢′′J）  

酸  塩酸（1＋1），フ，化水素酸（40痴）   

10・4 分析操作  

川 灰化試料の一定量2）をビーカー忙と少水で湿したのちセシウム担体溶液（10mgCsソml）   

2mlおよぴストロンチウム担体溶液（10mgs㌔ンml）5mlを加え択分1gにつき塩酸（1  

＋1）4mlを加えて加熱抽出し，温水で倍忙薄めて不容物をろ紙（5種B）でろ過し温水で洗浄  

2）生産量1kg佐相当する量を目安とする。濃度佗応じて増減してもよい。  
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する。  

（2）灰化が十分でないと褒は，ろ紙の残留物を再び灰化して塩酸抽出を行ぃ抽出液を合す。  

（3）ろ液卦よび洗浄液は渦倉し，十分冷却したのち水酸†けトリウムを少量ずつ加え中和し，さらに水酸化   

ナトリウムを水酸化了ルミニウムの沈殿が溶解するまで過剰忙加え，炭酸ナトリウム20gを加   

えたのち，温所に数時間静置し，ろ紙（5種B）で吸引ろ過する。   

沈殿は炭酸ナトリウム（1Ⅶン～％）蟄用いて洗浄する。（沈殿はストロンチウムー90の分析   

の必要があれば保存する。）  

（4）溶液は3．4（4）以下にしたがって操作する。  

10．5 セシウムー137の測定  

2．5にしたがってセシウムー137記測定する。  

10．6 カリウムの定量  

臥6にしたがって操作する。  

10．7 計  算  

10．7．1 セシウムの収率  

10．4（l）の操作で加えた担体セシウムの量と10．4で回収したセシウムの豊（Cs男PtC16）  

とから次式によって収率を求める。   

旦 
Y＝ ×100  

Wi  

ここで Y：セシウムの収率（飾）  

Wl：加えた連体セシウム量（mg）  

W去：回収した塩化白金酸セシウム量（mg）×（）．395   

10．7．2 供試試料中のセシウムー137の量   

試料の放射能測定値を2．5にしたがって計算し，供試試料中のセシウムー137の量（C13アUs   

士AC137Cs）pCiを求める0  

10．7．3 新鮮重1kg当月のセシウムー137の量  

次式からの新鮮重1kg当少のセシウムー137の量を求める。  

K xlO  
a＝＝（（J137Cs 士d（〕】37Cs）×  

VV 
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ここで a：新鮮量1kg当9のセシウムー137量（PCi／kg）  

K：灰分率（痴）  

W：供試灰分（g）  

11．8 分析結果記録例  

第10．1表に記録例を示す。  

第10．1表 海産生物中のセシウムー137分析結果記録例  

や車「”「  
担当者  

試 料  採 取   採 取  生体中  

試：  灰   セシウム  

番 号  年月日   地 点   
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第11葦 日   常   食  

11．1試料採取法1）  

毎日採取している平日の食事を対象とし，特別調理を行なった日の食事は避ける。5人1日分の  

朝，昼，夕，間食（米飯，パン ，うどん，そば，菓子，汁類，野菜，魚，肉など調理した食物およ  

び牛乳，お茶，永など）をすべて広口のポリエチレンビンに集める誉 各材料別の量をど記記載し   

た献立を記録した方がよいが，不可能を場合には，各世帯別のおおよその数量を記入する。  

11．2 分析試料調製法   

（1）5人1日分を大型ステンレスザラ忙移し，直火で炎が出モいように注意して炭化する。   

（2き 炭化物を粒器蒸発サラ匿移して，電気炉中で500℃を越えない程度で灰化する。  

㈲ デツケ一 声ー申で冷却後，灰分重量を測定する。塾器またはガラス製乳鉢でよく磨少つぶして  

乾燥後広口ピノに保存する。  

11．3 試  薬   

11．3．1 セシウムー137分析用  

セシウム担体溶液（10mgCsl／ml）  

塩化第二一鉄溶液（5mg Fe叫／ml）  

塩酸，塩酸（1＋1），（1＋5），（2十98）  

硝酸，硝酸（1＋70）  

塩化白金酸溶液（10w／v喀）  

永酸化ナトリウム， 水酸化ナトリウム溶液（4～20w／v感）  

炭酸ナトリウム，炭慨ナトリウム溶液（1w／v感）  

EI）TA・4Na溶液（50w／v感）  

リンモリブデン酸アンモニウム   

指示薬：チモールブルー溶液（T．B）  

フェノールフグレイン溶液（P．P）  

担体溶液  

酸  

7ルカリ  

塩  類   

そ の他  

1）食生活，年令などで摂取量が異なるので，例えば都市（成人，幼児）農村（成人，幼児）のよ  

うに分けて試料採取智行なう。また季節督考慮して，年2回以上の採取が望ましい。  

2）味噌汁中の貝殻，魚の骨，お茶の兼，牧豆の皮など食膳に残すものは必ず除き可食物のみ驚集   

める。また試料は長期間保存でき凌いので，できるだけ早く炭化などの熱処理を行夜う。  
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エチル7ルコール：コロジオンまたはラッカー  

陽イオン交換樹脂   

10．3．2 カリウム定量用  

連体溶液  カリウム榛準溶液（＝川mg／J〉  

酸  塩酸（1＋1），フッ化水素酸（40喀）  

11．4 分析操作  

（1）灰化試料の一定量3）をビーカーにと少水で湿したのち，セシウム担体溶液（10mgCsンml）   

2mlおよぴストロンチウム連体溶液（10mgSr2γml）5ml葱加え，灰分1gにつき塩酸  

く1＋1）4mlを加えて加熱抽出し，温水で倍托薄めて不溶物をろ紙（5種B）でろ過し，温水で  

洗浄する。  

は）灰化が十分でをいときは，ろ紙上の残留物億ふたたび灰化して塩酸抽出なおこ凌い，抽出液を  

合わす。   

（3）ろ液と洗液は混合し，十分冷却したのち永酸化ナトリウム記少量ずつ加え，中和し，さらに水酸   

化ナトリウムを水酸アルミニウムの沈殿が溶解するまで過剰に加え，炭酸ナトリウム20g記加   

えたのち温所に数時間静置し，ろ紙（5種B）で吸引ろ過する。  

沈殿は炭酸ナトリウム（1Ⅵ／～肇）を用いて洗浄する。（沈殿はストロンチウムー90の分   

析の必要があれば保存する。）  

く4）溶液揉3．車扱奴下にしたがって操作する。  

11．5 セシウムー137の測定  

2．5にしたがってセシウムー137膏測定する。  

11．6 カリウムの定量  

8．6にしたがって操作する。  

11．7 計  算  

11．7．1 セシウノ、の回収率  

11．4の操作で加えた担体セシウムの量と，11．4で回収したセシウムの量（Cs2PもC18  

とから次式によって収率を求める。  

3）灰試料20－50gを目安とする。濃度忙応じて増減してもよい。  
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ヱ呈  
Y＝  ×100  

Wl  

ここでY ；セシウムの収率（痴）  

Wl：加えた洩体セシウム量（mg）  

W2、；回収した塩化白金酸セシウム量（mg）×0・395  

1l．7．2 供試試料中のセシウムー137の量   

試料の放射能測定値を2・5にしたがって計算し，供試試料中のセシウムー137の畳（C13ア（コs  

士ACIS7Cs ）pCiを求める。  

11．7．3 1人1日当クのセシウムー137の摂取量  

Ⅹ  

× －  

W  
a＝＝（Cl叩Os ±dC13アOs、）  

ここで8：セシウムー137の摂取率（pCi／1人・1日）  

W：供試灰分（g）  

Ⅹ：1人1日灰分（g／1人・1日）  

11．8 分析結果記録例  

第11．1表紅記希例を示す。  

ー52－   



第11．1表 日常食中のセシウムー137 分析結果記録例  

計 数 装 置  

担当者  

試 料  ’採 取  採  都市農  年 令  灰 分  カリウム  測 定  供試料   セシウムー137   備   

取  
セシウム  

番 号  年月日   地  村の別  層 別  ′g／久 1日  g・て日）  年月日  （■灰分 量g）  （pCi／久1日）   単位   考  
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附録1  必要な試薬   

本マニュ7ルに記載された方法にしたがって分析を行う場合に，必要な試薬とその調製方法を示す。   

本文中の重量ならびに容量の数字は，単に処方の割合を示すものである。したがって，調製にあたっ  

ては，必要量に応じて適当に増倍あるいは滅縮する。特忙指示しない限少，試薬の重量をはかるには上  

ザラ天びん，容量をはかるにはメスシリンダーで十分である。   

1．個体試薬  

塩化アンモニウム  

水酸化ナトリウム  

炭酸ナトリウム  

リノモリブデン酸アンモニウム   

2．担体溶液   

塩化第二鉄溶液（10mgFe3＋／ml）：塩化第二鉄（6水塩）FeCl，・6H20 48．4gを塩酸  

10mlと水500mlに溶かし，正しく1Zに水で薄める。   

塩化セシウム溶液（10mgCsソ’ml）：塩化－tシウムCsCl12．67g奇水に溶かし，正しく11   

に水で薄める。  

塩化セシウム溶液（標準希釈用0．001M，塩酸（1＋119）酸性）：塩化セシウム1．7gを塩酸（1＋  

119）に溶かし，正しく1∠に薄める。この溶液から10mlを正しく分取し，塩酸（1＋119）   

で正しく100mlに薄める。   

3．標準溶液   

塩化カリウム標準溶液（100裡軌1）：塩化カリウム95．4Ⅰ喝を110℃で2時間乾燥し，   

デシ ケ一夕ー中で放冷し，水に溶かして正しく500mlに薄める。   

4．酸  

塩酸  ：JIS特級 約36飾 比重1．18  

塩酸（1＋1）：塩酸1容と水1容の割合で混合する  

塩触（1＋3）：塩酸1容と水3容の割合で混合する  

塩酸（1＋5）：塩酸1容と水5容の割合で混合する  

塩酸（1＋7）：塩酸1容と水7寄の割合で混合する  

塩酸（1＋9）：塩酸1容と水9専の割合で混合する  

塩酸（1＋11）：塩酸1容と水11容の割合で混合する  

塩酸（1＋19）：塩酸1容と水19容の割合で混合する  

硝酸  ：JIS特級 約65飾 比重1．38  

硝酸（1＋69）：硝酸1容と水69容の割合で混合する。  
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5．アルカリ溶液  

アンモニア水：JIS特級28努 比重0．90  

アンモニ7水（1＋10）：アンモニ7水1容と水10容の割合で混合する。  

アンモエア水（1＋100）：アンモニ7水1容と水100容の割合で混合する。  

水酸化ナトリウム溶液（30町～肇）：水酸化ナトリウム30gを水に溶かし，100mlと  

する。   

6．塩類溶液  

塩化白金酸溶液（10町ぺ率）塩化白金酸H2PtCl¢・8＝2010gを水匪溶かし100  

mlとする。  

フッ化水素酸（40帝）  

塩化ナトリウム溶液（5町～帝）：塩化ナトリウム5gを水に溶解して100mlにする。  

酢酸ナトリウム溶液（20w／～帝）：酢酸ナトリウム40g膏水匪溶解して200mlにする。  

酢酸ナトリウム溶液（2町／与珍）：酢酸ナトリウム4g膏次に溶解して200mlにする。  

炭酸ナトリウム溶液（飽和）‥無水炭酸ナトリウム75gに水250mlを加え十分振少せぜて   

飽和溶液を作る。溶解しないで残った炭酸ナトリウムが沈降するのを待ち，上澄   

使用後水を補充しておけばビンの底に固体の炭酸ナトリウムが残っているかぎりは飽和溶液とし  

て使用できる。  

炭酸ナトリウム溶液（1頓率）：無水炭酸ナトリウム2gを水200ml綻溶解する。  

7．指示薬，その他  

クレゾ∴ルレッド（C．R）：クレゾールレッド0．1gをエチルアルコール溶液で溶解し10t〕   

mlにする。PT17．2～8．8で黄～赤に変色する。  

チモールブルー溶液（T．B）：チモールブルー0．1gを水100mlに溶解する。PH8．0～  

9．6で黄～青に変色する。  

フェノールブタレイン溶液（P．P）：フェノールフクレイ／0，1g蟄エチル了ルコール溶液   

100mlに溶解する。PH8．3～10．0で無色一赤に変色する。  

プロムチモールブルー溶液（■B・T■・B）：プロム 

溶液100m‡に溶解する。PH6．0～7．6で黄～青に変色する。  

エチル7ノレコール（9臥5勒′／v多）  

8．測定試料固定剤   

放射能測定試料の飛散を防ぐために，次のような固定剤が用いられる。レーザれを用いても効果控大  

差蛙ない。 コロナオン‥コロジオン2gをエチルアルコール100ml忙溶解する。  

透明ラッカー：透明ラッカー1容を酢酸N－プチール5容に溶解する。  
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付録Z 1970年の調査における各種試料のセシウムー  

137濃度は次の過少である  

分析共  

試  料  単位   測  定  値   

試料  

試料数   

陸  水（上水，）   1（）0～  pCi／g   0．04士0．11（LTD′－0．32）   104   

海  永（淡水）   100J  pCi／∠   0．08士0．07（LTD′－0．22）   1 

′グ   60J  pCi／g   8．22士0．05（LでD～0．48）   88   

土 壌  100g  843士63．5（49′－2，960）  30  

海底堆積物および河鹿堆枝物  

（海底堆積物）  250g   187士170（11－568）  32   

く河鹿堆積物）   250g  pCi／kg   247士209（ 82－636）   6   

農 作 物（大根）   生1kg  pCi／kg生  38士 3．8（LTD′－15．2）   36   

〃   くホーレン草）   生1kg  pCi／kg生  80士 4．9（LTD～19．0）   36   

ク  （ 茶  ）  乾200g  pCi／kg乾  356士 96（155′－594）   22   

ク  （牧  草）   生Ikg  pCi／kg生  207土20．9（ 29′－475）   6   

牛  乳   2J  pCi／∠   162士13．7（ 25～82．6）  168   

海産生物 （海水魚）   生1kg  pCiパくg生  5．1士 3．2（ 20′－16．3）   16   

海産生物 （海 藻）   生1・kg  pCi／kg生  3．7士 3．2●（LTD′－ 12）   12   

日 常食   
20  

pCレ久・日   9．1士 3．8（15～249）  112   
へ∂Og  

降水かよぴじん挨  mc㈲  0．17士0．14（0．004～0．62）   324   
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